
■  新年度の予算 
■  市役所の組織・業務が一部変わります 
■  行政の通信簿 
■  行政報告
■  春の狂犬病予防注射 
■  市功労者 
■【保存版】洪水ハザードマップ 
■  住宅用火災警報器を設置しましょう 
■  保健＆健康 
■  あってグッド 
■  お知らせ 
■  伝言板 
■  ほっぺにチュッ・無料相談 
■  ４月のカレンダー 
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一
般
会
計
や
特
別
会
計
及
び
病
院

等
公
営
企
業
会
計
を
含
め
た「
全
会

計
」で
は
、
予
算
総
額
で
６
５
５
億

４
６
０
８
万
１
千
円
と
な
り
、
前
年

度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
、
率
に

し
て
２
・
９
％
、
18
億
５
４
１
４
万

６
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
下
水
道
事
業
会
計
は
企

業
債
の
繰
上
償
還
金
の
減
な
ど
で
８

億
１
３
０
３
万
４
千
円
の
減
と
な
っ

た
も
の
の
、
一
般
会
計
で
、
子
ど
も

手
当
や
有
浦
保
育
園
改
築
事
業
な
ど

に
よ
り
14
億
４
９
６
２
万
７
千
円
の

増
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は

保
険
給
付
費
の
増
で
８
億
２
８
３
万

９
千
円
の
増
と
な
っ
た
こ
と
が
主
な

要
因
で
す
。

一般会計

特別会計

企業会計

合　　計

296億9,769万5千円

190億1,373万4千円

168億3,465万2千円

655億4,608万1千円
前年度当初予算比18億5,414万6千円(2.9％)増

※前年度当初予算比14億4,962万7千円(5.1％)増

地方交付税
113億2,124万1千円
(38.1%)

投資的経費
23億2,827万4千円
(7.8%)

その他
12億7,401万8千円
(4.3%)

補助費等
30億5,268万9千円
(10.3%)

物件費
39億8,431万5千円
(13.4%) 繰出金

34億3,831万5千円
(11.6%)

公債費
41億1,227万円
(13.8%)

扶助費
53億9,362万1千円
(18.2%)

  人件費
61億1,419万3千円
(20.6%)

市債
23億5,830万円
(7.9%)

国庫支出金
32億8,192万9千円
(11.1%)

県支出金
19億5,136万6千円
(6.6%)

その他
9億600万円
(3.0%)

地方譲与税
3億2,200万円
(1.1%)

市税
75億4,197万1千円
 (25.4%)

繰入金
1億6,140万5千円
(0.5%)

諸収入
6億6,357万5千円
(2.2%)

その他
11億8,990万8千円
(4.1%)

自主財源自主財源 
32.2%32.2%
自主財源 

依存財源依存財源 
67.8%67.8%
依存財源 
67.8%

32.2%

その他のその他の 
経費経費 
39.6%39.6%

その他の 
経費 義務的経費義務的経費 

52.6%52.6%
義務的経費 

39.6% 52.6%

投資的経費 

平
成
22
年
度
当
初
予
算
が
市
議
会
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
、
成
立

し
ま
し
た
。

前
年
度
に
比
べ
市
税
が
大
幅
に
減
少
す
る
も
の
の
、
地
方
交
付
税
な

ど
が
増
額
す
る
こ
と
で
、
有
浦
保
育
園
の
改
築
や
雇
用
の
確
保
な
ど
に

対
応
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
雇
用
の
創
出
や
経
済
対
策
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
り
な

が
ら
、
組
織
機
構
の
見
直
し
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
行
財
政
改
革
を
強
力
に

推
進
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
行
財
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。
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◆
歳
　
入

財
源
の
基
幹
に
な
る「
市
税
」は
、

75
億
４
１
９
７
万
１
千
円
で
全
体
の

25
・
４
％
に
な
り
ま
す
。
ま
た「
地

方
交
付
税
」は
、
新
政
権
の
１
・
１

兆
円
増
額
に
よ
り
地
方
財
政
計
画
で

６
・
８
％
増
と
な
っ
た
こ
と
を
受

け
、
総
額
１
１
３
億
２
１
２
４
万
１

千
円
で
38
・
１
％
と
な
り
、
合
わ
せ

る
と
全
体
の
３
分
の
２
を
占
め
て
い

ま
す
。

◆
歳
　
出

持
続
可
能
な
コ
ン
パ
ク
ト
で
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
行
政
体
の
構
築
を
目

指
し
、
経
費
は
効
率
的
な
見
直
し
を

図
っ
た
う
え
で「
少
子
高
齢
化
対
策
」

や「
中
心
市
街
地
の
活
性
化
」、
さ
ら

に
は「
雇
用
の
確
保
」や「
地
域
医
療

の
確
保
」の
ほ
か「
学
校
耐
震
対
策
事

業
」
な
ど
に
も
対
処
し
た
予
算
と
し

ま
し
た
。

一
般
会
計

主
に
市
税
を
も
と
に
、

市
が
基
本
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

特
別
会
計

特
定
の
事
業
の
歳
入

と
歳
出
を
一
般
会
計
と
区
別
し
て

経
理
す
る
場
合
に
、
法
律
や
条
例

で
設
け
る
会
計
。
本
市
で
は
、
国

民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
18

の
特
別
会
計
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

企
業
会
計

地
方
公
営
企
業
の
会

計
で
、
独
立
採
算
が
原
則
。
本
市

で
は
、
病
院
事
業
な
ど
四
つ
の
企

業
会
計
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

義
務
的
経
費

人
件
費
な
ど
支
出

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
経
費

投
資
的
経
費

道
路
や
学
校
の
整

備
な
ど
社
会
資
本
と
し
て
将
来
に

残
る
も
の
の
整
備
経
費

依
存
財
源

国
や
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金

自
主
財
源

市
が
単
独
で
賄
う
こ

と
が
出
来
る
お
金

●お父さんが働い
て稼いだ給料 

●前の年の残り 

●お母さんが家計を
助けるためにパー
トで得た収入 

●おじいちゃん、
おばあちゃんか
らの援助 

●車を購入するた
めローンを組む
ことに… 

●見込まれる支出
に対して不足分
を貯金から少し
下ろしました 

●家族の食事代 

●家族の病院代や
薬代 

●東京で暮らす大
学生のお兄ちゃ
んへの仕送り 

●新築した住宅と
購入する車のロ
ーン 
●エコカー補助金を
使いハイブリット
車を購入する頭金 

●将来のために貯
金します 

大館市の予算を家庭の家計に置き換えてみると・・・大館市の予算を家庭の家計に置き換えてみると・・・ 大館市の予算を家庭の家計に置き換えてみると・・・ 

おおだてさんの家は、会社員のお父さんと、パートで働くお母さん、
大学生のお兄ちゃんと小学生の妹の４人家族。年収は500万円です。

給 与 収 入 
 
パート収入 
 
 
 
 
 
銀行などか 
らの借入金 
 
貯金取り崩し 
 
前年の残金 
 
雑　収　入 
 
 
 
合　　　計 

市　税
 
 
 
 
 
 
 
市　債 

 
繰入金
 
繰越金
 
雑入(その他)

127万円 

11万円 
 

300万円 

39.5万円 
 

2.5万円 

6.5万円 

13.5万円 

500万円

項　目 予算上の区分 金　額 

地方交付税、国庫支出金、 
県支出金、地方譲与税など

諸収入 
(使用料、手数料など)

実家からの 
援助 

医 療 費 ・  
教 育 費  

自治会費、 
保険料  

食　　　費 
 
 
 
 
光　熱　費 
 
仕　送　り 
 
 
 
 
借入金の返済 
 
車 の 購 入 
 
 
貯　　　金 
 
合　　　計 

人件費 
 
扶助費 
 
 
物件費 
 
他会計への繰出金 
 
補助費など、その他 
 
 
公債費 
 
 
 
 
積立金 

103万円 

91万円 

67万円 

58万円 

72万円 

69万円 
 

39万円 
 

1万円 

500万円

項　目 予算上の区分 金　額 

投資的経費 
(普通建設事業費など)

おおだてさんの家庭では、家族で稼いだ
お金(市税、諸収入など)だけでは１年間
の生活に掛かる費用(支出)を賄うことが
出来ません。そのため、親からの援助(地
方交付税など)を必要としています。

今後、給料が増えることはあまり期待出
来ず、医療費や子どもへの仕送りなどが
増えていくことを考えて、無駄を無くし
て必要なところにお金を掛けられるよう
やりくりしています。 

国民健康保険 91億5,924万円
後期高齢者医療 8億4,712万円
老人保健 102万円
介護保険 76億955万円
介護サービス事業 7,963万円
休日夜間急患センター 3,862万円
田代診療所事業 6,613万円
農業集落排水事業 5億2,579万円
公営駐車場事業 4,242万円
温泉開発 1,364万円
奨学資金 2,928万円
都市計画事業 5億1,392万円

病院事業会計 117億6,694万円
水道事業会計 19億43万円
工業用水道事業会計 6,952万円
下水道事業会計 30億9,774万円

主な特別会計

企　業　会　計
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１．資源リサイクル産業の振興 5,029万円
資源ごみ回収、ペットボトルリサイクル、廃ガラス処

理など、 溶融スラグ製品化等委託(2,318万円)

２．農業の振興 2億4,680万円
●農業生産基盤整備 1億8,146万円
農道整備事業(笹館地区)、基盤整備(真中大堰

おおせき

地

区)、中山間地域総合整備事業費(山瀬地区)など

●農業経営安定対策費 5,920万円
農業夢プラン応援事業費、飼料用米作付支援事業

補助金など、 耕作放棄地対策事業(217万円)

●畜産振興費 614万円
３．林業の振興 1億1,405万円

●林業生産基盤整備 1,016万円
●造林事業 6,912万円
市有林造成、森林整備など

●森林資源の活用と保全 3,477万円
４．緊急雇用対策 1億8,544万円

緊急雇用創出臨時対策(1億237万円)、ふるさと

雇用再生臨時対策(8,307万円)

５．商工業の振興 7億3,540万円
●産業の振興・助成 5億4,356万円
中小企業融資あっせん等保証料、金融対策預託金

など

●中心市街地活性化事業･商業の振興 5,344万円
スカイパーキング管理費など

●雇用、就労の促進 1億3,840万円
地域職業訓練センター管理費など

６．観光の振興 1億164万円
●観光振興 9,638万円
大文字まつり、比内とりの市、五色湖まつり運営

費など、 イルミネーション設備費(300万円)、

ハチ公荘ペレットボイラー設置(3,192万円)

●物産振興 526万円
新規

新規

継続

新規

新規

経済基盤の確立を目指す環境と調和
した産業都市 14億3,400万円

１．保健･医療の充実 97億5,884万円
●健康増進、保健衛生対策 3億1,358万円
特定健康診査、がん検診、予防接種など

●地域医療 19億3,435万円
医療機器整備、施設整備など

●保険・年金 75億1,091万円
国民健康保険医療給付費など

２．福祉の充実 142億4,919万円
●地域福祉 9,188万円
福祉保健施設管理費など

●高齢者福祉 78億7,651万円
介護保険給付費、介護予防生活支援事業など

●障害者福祉 11億4,444万円
施設訓練等支援費、障害者地域生活支援事業など

●児童、母子父子福祉 18億2,794万円
保育所、児童館運営費など、 私立保育所緊急

整備事業(8,568万円)、有浦保育園改築事業(3億

9,991万円)、ありうらの森整備事業(588万円)

●低所得者福祉 14億4,807万円
●少子化対策、子育て支援 18億6,035万円
すこやか子育て支援、児童扶養手当など、 子

ども手当(12億3,761万円)、 子育てサポート事

業(323万円)

新規

新規

新規

健やかで生きがいのある生涯を支える
総合福祉都市 240億800万円

１．水資源の確保と安定供給 4億1,191万円
●水道整備 2億985万円
配水管布設替工事、水道未普及地域解消事業費など

●環境保全対策 2億206万円
ごみ収集業務など、 環境基本計画策定事業

(463万円)

２．水質の保全 25億8,231万円
●下水道整備 24億5,509万円
公共下水道の整備、クリーンセンターごみ処理費、

し尿処理費など

●農村生活環境整備 1億2,722万円
農業集落排水事業(独鈷中野地区)など

３．廃棄物対策の推進 3,141万円
●持続的農業推進と循環型社会形成 3,141万円
コンポストセンター管理費など

４．公害対策の推進 1,193万円
●鉱害の防止(田代地域) 1,193万円

新規

自然と調和した潤いのある
環境都市 30億3,800万円

ペットボトル中間処理施設ペットボトル中間処理施設(圧縮梱包圧縮梱包) ) 

解体が終了し、建設工事に着手する大町市営住宅建設地 

大館市子どもサミット 

ペットボトル中間処理施設(圧縮梱包) 
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１．高速交通体系の整備 173万円
大館能代空港の利活用推進

２．地域内道路網の整備 4億1,682万円
●市街地整備の促進 1億4,971万円

御成町南地区土地区画整理事業(1億4,971万円)

●道路維持、改良事業 2億5,721万円
社会資本整備総合交付金事業(1億6,100万円、

二井田片貝沼田線ほか5路線)、 道整備交付金

事業(6千万円)

●まちづくり事業 990万円
中心市街地活性化事業(990万円)

３．公共交通体系の充実 2,131万円
二井田真中地区コミュニティバス運行費補助金など

４．定住環境の整備 2億6,565万円
●住環境の整備 1億9,973万円

小柄沢墓園造成(910万円)、 地震防災マッ

プ作成(896万円)、 木造住宅耐震診断・耐震改

修(135万円)、 中心市街地住宅建設事業(1億

1,364万円)

●公園、緑地等共同利用地域の整備 6,592万円
古片山下公園整備(3,846万円)

５．地域安全(防災・消防・交通安全・防犯)の整備
12億3,745万円

●常備消防費 10億7,353万円
●非常備消防費 8,358万円
●消防施設整備費 1,060万円

消防本部サイレン塔施設改良(280万円)、

消防本部庁舎耐震診断(250万円)

●災害対策 289万円
●交通安全対策 2,021万円
カーブミラー･ガードレールの新設、ライン布設など

●防犯対策 4,664万円
街灯維持管理費など、 ＬＥＤ防犯灯取り替え(75

万円)

新規

新規新規

新規

継続

新規

新規新規

新規

継続

継続

継続

利便性が高く安全な暮らしを支える
快適生活都市 19億4,300万円

自立した地域が共栄する
地域協働都市 4,800万円

１．学校教育・高等教育機関の充実 4億8,837万円
●学校教育等 4億5,921万円

防犯カメラ等設置(210万円)、 スクールバ

ス購入(1,300万円、山瀬小)、 小･中学校校務用

コンピュータ整備(2,490万円)、 小･中学校耐震

対策(8,176万円、桂城小ほか)

●高等教育機関等(奨学資金貸付金) 2,916万円
２．社会教育の充実 1億172万円

公民館事業費、図書購入費など、 十二所公民館

改築(811万円)

３．芸術・文化の振興 1億2,744万円
遺跡発掘調査、市民文化会館改修･自主事業費など

４．スポーツ･レクリエーションの振興 2億2,982万円
山田記念ロードレース大会、運動公園管理費、樹海

ドーム管理運営･自主事業費など

５．国際交流・地域間交流の促進 790万円
外国人への生活サポート事業、国際交流文化事業など

新規

継続

新規

新規新規

生涯にわたり楽しく学べる
教育文化都市 9億5,500万円

１．地域自治の推進 2,579万円
行政協力員活動、まちづくり団体事業費補助金

２．男女共同参画社会の推進 9万円
３．効率的な行財政運営の推進 2,258万円

内部情報システム周辺機器購入(1,284万円)新規

その他 9,600万円
●参議院議員通常選挙費 4,540万円
●国勢調査費 3,130万円
●広報紙発行 947万円

など

ペットボトル中間処理施設(圧縮梱包) 

解体が終了し、建設工事に着手する大町市営住宅建設地解体が終了し、建設工事に着手する大町市営住宅建設地 

大館市子どもサミット 

解体が終了し、建設工事に着手する大町市営住宅建設地 

ペットボトル中間処理施設(圧縮梱包) 

解体が終了し、建設工事に着手する大町市営住宅建設地 

大館市子どもサミット大館市子どもサミット 大館市子どもサミット 
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市
民
生
活
課 

産業建設課 

選管事務室 

入　　口 

休
日
休
日
・
夜
間
入
口

夜
間
入
口 

休
日
・
夜
間
入
口 

W
C
W
C

田代総合支所 

1階 

市民生活課1 ７０９９ 
地域づくりの総合計画、税の証明・収納
戸籍、住民票、国民年金、国民健康保険、
印鑑登録、埋火葬、老人医療、後期高齢
者医療、福祉医療、はり・きゅうなどの
助成、福祉、交通安全、墓地、ごみ
総 務 係／牲 ７０９９
市民生活係／牲 ７１０１

産業建設課1 ７１０３ 
農林業振興、有害鳥獣駆除、観光・
特産振興、商工業振興、市道の管理、
除雪、公園、市営住宅、地域活性化

田　代
総合支所

①田代総合支所の「市民課」と「総務課」が統合して『市民生活課』になりました(図①)。

②比内総合支所の「市民課」と「総務課」が統合して『市民生活課』になりました(図②)。

③比内総合支所庁舎の「水道課」と「管理課」が統合して『水道課』になり、管理課の一

部業務を下水道課に移管しました(図③)。

④三ノ丸庁舎の農林課の「農業経営係」と「管理係」が統合して『農業経営係1$37073』

になりました。



比内総合支所 

1階 

2階 

都市計画課1 ７０８１ 
都市計画、市営住宅、公園、
建築確認、中心市街地、土地
区画整理事業
管 理 係／牲 ７０８１
都市整備係／牲 ７０８２
建築指導係／牲 ７０８３
営 繕 係／牲 ７０８４

土木課1 ７０７８ 
市道・河川の整備、道路の維持
管理、除雪、道路占用、自費施工
管 理 係／牲 ７０７８
維 持 係／牲 ７０７９
改 良 係／牲 ７０８０

産業課1 ７０９６ 
農林業振興、有害鳥獣駆
除、観光・特産振興、商
工業振興、地域活性化

エレベーター 
ホール 

休日・夜間 
入口 

風除室 

管理室 
WC

消　防 
事務室 

WC WC

WC 
（障） 

会
議
室 

会
議
室 

消　防 
待機室 WC

産
業
課 

建設部 
都市計画課 市民生活課 

国連 
　コーナー 

ホール 

光　庭 
相
談
室 

相談室 
風除室 

キャッシュサービス 

市民生活課1 ７０９３ 
地域づくりの総合計画、税の証明・
収納、戸籍、住民票、国民年金、国
民健康保険、印鑑登録、埋火葬、老
人医療、後期高齢者医療、福祉医療、
はり・きゅうなどの助成、福祉、交
通安全、墓地、ごみ、小規模水道
総 務 係／牲 ７０９３
市民生活係／牲 ７０９４

土 木 課 

光　庭 
相
談
室 

応接室 

庁議室 

エレベーター 
ホール 

ラウンジ 

ホール 
吹抜 

WC

WC

WC WC

WC 

（障） 

下水道課 水　道　課 

消
防
署
比
内
分
署 

1

１
４
１
９ 

水道課1 ４１１７ 
水道施設の新設、維持管理、給水装置工事の申請、
料金、契約
管 理 係／牲 ７１３８ 管理維持係／牲 ７１４０
料 金 係／牲 ４１１７ 給水計画係／牲 ７０９０
施 設 係／牲 ７１３９

下水道課1 ７０９１ 
下水道施設の新設・維持管理、排水設備工事の
申請、浄化槽、受益者負担(分担)金、農業集落
排水施設、契約
負担金係／牲 ７０８６ 計画整備係／牲 ７０９１
維 持 係／牲 ７０９５ 生活排水係／牲 ７０８９
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比　内
総合支所
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重要度と満足度の相対図 重要度の上位5項目 
Ａ　資源リサイクル産業の振興 
Ｂ　廃棄物対策の推進 
Ｃ　病気予防、健康施策の充実 
Ｄ　高齢者福祉の充実 
Ｅ　公害対策の推進 
重要度の下位5項目 
Ｆ　芸術・文化の振興 
Ｇ　市民との情報共有【ホームページ】 
Ｈ　市民との協働【総合支所】 
Ｉ　市民との協働【職員の応対】 
Ｊ　男女共同参画社会の推進 
満足度の上位5項目 
Ｂ　廃棄物対策の推進 
Ｋ　市民との情報共有【広報】 
Ａ　資源リサイクル産業の振興 
Ｌ　救急救助体制の充実 
Ｃ　病気予防、健康施策の充実 
満足度の下位5項目 
Ｅ　公害対策の推進 
Ｍ　中山間地域の活性化 
Ｎ　商業の振興 
Ｏ　中心市街地の活性化 
Ｐ　新エネルギー対策事業 

(評価) 
4.335

4.275

4.225

4.216

4.209

3.272

3.249

3.219

3.210

3.113

3.546

3.516

3.393

3.338

3.316

2.741

2.656

2.650

2.472

2.443

2

4

3

3 3.5

3.01

3
.7
6

4

53関連施策の評価結果のうち、重要度・満足度それぞれ評価の 
高いもの、低いものを５項目ずつピックアップしました。 

市
で
は
、
合
併
し
た
平
成
17
年
の
調
査

以
降
、
２
年
に
１
度
の
割
合
で
通
信
簿
方

式
の
世
論
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
昨
年
12
月
に
18
歳
以
上
の
か

た
１
５
０
０
人
を
無
作
為
抽
出
し
、
う
ち

５
１
０
人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

調
査
の
内
容
は
、
調
査
項
目(

53
施
策
と

26
関
連
施
設)

に
市
民
１
人
当
た
り
の
年
間

事
業
費
と
最
近
の
主
な
事
業
な
ど
を
記
載

し
た
う
え
で「
重
要
度
」と「
満
足
度
」を
回

答
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
分
析
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
号

で
は
、
施
策
と
施
設
、
重
要
度
と
満
足
度

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
の
高
い
も
の
、
低

い
も
の
か
ら
５
項
目
ず
つ
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
掲
載
し
て
い
ま
す
。

企画調整課 
企画調整係 

143－7027

お問い合わせ 白
ゾ
ー
ン

右
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
ほ
ど
、
市
民

の
要
望
に
応
じ
て
い
て
、
そ
の
施
策
・

施
設
の
運
営
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

濃
い
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン

平
均
よ
り
右
下
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
も
の
は
、
市
民
か
ら
の
要
望
が
強
い

も
の
の
、
施
策
や
施
設
が
そ
れ
に
う
ま

く
応
じ
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

薄
い
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン

平
均
よ
り
左
上
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
も
の
は
、
比
較
的
要
望
が
少
な
く
、

施
策
や
施
設
に
満
足
し
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

平
均
よ
り
左
下
に
位
置
付
け
ら
れ
た
も

の
は
、
要
望
が
そ
れ
ほ
ど
無
く
、
そ
の

施
策
や
運
営
に
対
し
て
、
満
足
し
て
い

な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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施
策
へ
の
評
価

重
要
度
の
平
均
は
３．

７
６

満
足
度
の
平
均
は
３．

０
１

白
い
ゾ
ー
ン
に
あ
る
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
産
業

の
振
興
、
廃
棄
物
対
策
の
推
進
、
病
気
予
防
、

健
康
施
策
の
充
実
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、
救

急
救
助
体
制
の
充
実
は
、
施
策
の
中
で
も
市
民

要
望
に
マ
ッ
チ
し
て
、
順
調
に
行
っ
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

濃
い
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
に
あ
る
公
害
対
策
の

推
進
、
商
業
の
振
興
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
事

業
は
、
市
民
の
強
い
要
望
に
比
べ
て
施
策
推
進

が
遅
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の

ゾ
ー
ン
は
、
そ
の
対
応
策
に
緊
急
性
が
あ
り
、

早
急
に
重
要
施
策
と
し
て
の
位
置
付
け
を
行
い

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

薄
い
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
に
あ
る
市
民
と
の
情

報
共
有【
広
報
】、
芸
術
・
文
化
の
振
興
、
市
民

と
の
情
報
共
有【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】、
市
民
と
の

協
働【
総
合
支
所
】は
、
市
民
か
ら
の
満
足
は
得

ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
を
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
ゾ
ー
ン
は
緊
急
性
が
低

い
た
め
、
時
間
を
掛
け
て
認
知
度
や
品
質
の
向

上
な
ど
に
取
り
組
ん
で
よ
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
あ
る
市
民
と
の
協
働【
職
員

の
応
対
】、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
、
中

山
間
地
域
の
活
性
化
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

は
、
要
望
が
少
な
い
施
策
で
、
Ｐ
Ｒ
や
内
容
の

再
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
商
業
の
振
興
を
緊
急
対

応
が
必
要
な
施
策
に
位
置
付
け
ら
れ
た
よ
う
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
世
界
的
不
況
の
影
響
を
感
じ

て
い
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
中
心
と
し
た

対
策
が
最
も
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

施
設
へ
の
評
価

重
要
度
の
平
均
は
３．

５
８

満
足
度
の
平
均
は
３．

１
７

白
い
ゾ
ー
ン
に
あ
る
施
設
は
、
市
民
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
出
来
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す

が
、
医
療
関
連
施
設
、
高
齢
者
介
護
施
設
、
児

童
館
、
児
童
育
成
施
設
は
、
満
足
度
の
向
上
に

早
急
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

濃
い
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
に
あ
る
市
立
保
育

園
・
幼
稚
園
は
、
若
干
満
足
度
が
不
足
し
て
い

る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
な
ど
の
見
直
し

を
早
急
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
あ
る
施
設
は
、
市
民
の
ニ

ー
ズ
が
低
く
、
経
営
方
針
や
規
模
の
縮
小
、
廃

止
を
含
め
た
検
討
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
回
の
調
査
結
果
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

項
目
の
多
い
調
査
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く

の
市
民
の
か
た
に
ご
協
力
を
頂
き
、
各
施
策
や

施
設
の
課
題
を
相
対
的
に
把
握
し
て
、
非
常
に

有
用
な
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
さ
ら
に
分

析
し
、
そ
の
結
果
を

①
各
事
業
の
点
検
、
見
直
し
に
よ
る
事
業
重
点

化
と
予
算
の
適
正
配
分(

行
財
政
改
革)

②
総
合
計
画
後
期
計
画
の
基
礎
資
料

③
各
担
当
課
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
指
標

な
ど
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

重要度と満足度の相対図 
◇重要度の5段階 

重要度の上位5項目 
Ａ　医療関連施設 
Ｂ　市立保育園、幼稚園 
Ｃ　高齢者介護施設 
Ｄ　衛生処理関連施設 
Ｅ　児童館、児童育成施設 
重要度の下位5項目 
Ｆ　観光、物産振興施設 
Ｇ　文化伝統関連施設 
Ｈ　武道館 
Ｉ　スキー場 
Ｊ　駐車場施設 
満足度の上位5項目 
Ｋ　斎場関連施設 
Ｌ　文化会館 
Ｍ　体育館 
Ｎ　樹海公園 
Ｄ　衛生処理関連施設 
満足度の下位5項目 
Ｈ　武道館 
Ｆ　観光、物産振興施設 
Ｏ　プール 
Ｉ　スキー場 
Ｊ　駐車場施設 

(評価) 
4.513

4.153

4.082

4.042

4.004

3.200

3.176

3.176

2.918

2.680

3.585

3.478

3.470

3.437

3.414

2.977

2.950

2.778

2.696

2.418

◇満足度の5段階 

2

4

3

3

3.17

3
.5
8

4

26関連施設の評価結果のうち、重要度・満足度それぞれ評価の 
高いもの、低いものを５項目ずつピックアップしました。 

１
　
重
要
で
は
な
い 

２
　
あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

３
　
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い 

４
　
や
や
重
要
で
あ
る 

５
　
重
要
で
あ
る 

１
　
不
満
で
あ
る 

２
　
や
や
不
満
で
あ
る 

３
　
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い 

４
　
や
や
満
足
し
て
い
る 

５
　
満
足
し
て
い
る 

※
今
回
掲
載
出
来
な
か
っ
た
内
容
は
、
企
画

調
整
課
、
比
内
・
田
代
両
総
合
支
所
市
民

生
活
課
で
４
月
中
旬
か
ら
閲
覧
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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地
域
経
済
対
策

地
域
経
済
が
低
迷
す
る
中
、
国
の
地
域
活
性

化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
や
地
域
活
性

化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
を
充
当
し
て
、

１
１
１
件
、
13
億
２
千
万
円
余
り
の
事
業
を
実

施
し
、
地
元
受
注
の
機
会
拡
大
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
経
済
刺
激
策
を
講
じ
た

と
は
い
え
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
館
管
内
の
有
効

求
人
倍
率
や
日
銀
秋
田
支
店
の
県
内
景
気
判
断

が
示
す
と
お
り
、
雇
用
や
所
得
環
境
は
依
然
厳

し
い
状
況
で
す
。

そ
の
た
め
、
国
の
補
正
予
算
で
創
設
さ
れ
た

「
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
」
と

「
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
」を

効
果
的
に
活
用
し
、
切
れ
目
な
く
地
域
経
済
の

活
性
化
と
雇
用
の
確
保
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

雇
用
情
勢

こ
の
春
の
高
校
卒
業
予
定
者
の
就
職
は
、
１

月
末
現
在
で
２
０
３
人
の
就
職
希
望
者
の
う
ち

１
９
５
人
が
内
定
し
、
率
に
し
て
96
・
１
％
と

昨
年
並
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
12
月
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
館
管
内
の

有
効
求
人
倍
率
は
、
０
・
39
と
依
然
低
迷
し
、

継
続
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
雇
用
創
出
事
業
で
は「
緊
急
雇

用
創
出
臨
時
対
策
基
金
事
業
」で
の
雇
用
者
数

が
30
事
業
で
69
人
、「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
臨
時

対
策
基
金
事
業
」で
は
８
事
業
で
23
人
を
雇
用

し
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
、
両
事
業
合
わ
せ
て
１
億
８
千
万

円
余
り
を
予
算
計
上
し
、
32
事
業
で
延
べ
１
２

３
人
の
雇
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
対
策
の
取
り
組
み

中
山
間
地
域
の
活
性
化
策
と
廃
校
舎
の
利
活

用
策
と
し
て
、
旧
山
田
小
学
校
校
舎
に
生
ハ
ム

工
場
を
誘
致
し
、
季
節
雇
用
で
す
が
地
元
の
か

た
を
中
心
に
10
人
が
雇
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
化
な
ど
で
活
力
の
低
下
が
心
配

さ
れ
る
16
の
重
点
地
区
を
選
定
し
、
地
域
づ
く

り
座
談
会
で
地
域
の
課
題
や
資
源
、
魅
力
な
ど

の
話
し
合
い
を
進
め
る
と
と
も
に
、
集
落
に
出

向
き
、
共
同
作
業
や
行
事
、
後
継
者
な
ど
に
つ

い
て
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
重
点
地
区
内
の
山
田
地
区

で
は
、
農
家
の
方
々
が
自
ら
作
っ
た
農
産
物
を

販
売
す
る「
山
田
菜さ
い

発
見
市い
ち

」な
ど
の
新
た
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
て
、
越
山
地
区
で
も
、

地
域
の
伝
統
芸
能
の
獅
子
踊
り
を
継
承
す
る
活

動
を
行
う
な
ど
、
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
に

大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
新
年
度
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、

独
自
の「(

仮
称)

地
域
づ
く
り
協
働
事
業
補
助

金
」を
創
設
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成2

2

年
産
米
の
生
産
数
量
目
標

平
成
21
年
産
米
は
、
提
示
さ
れ
た
２
万
３
２

４
５
ｔ
の
生
産
目
標
数
量
を
達
成
す
る
こ
と
が

出
来
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

政
権
交
代
に
よ
り
米
政
策
が
大
き
く
転
換
す

る
中
、
22
年
産
米
の
需
要
量
は
、
農
林
水
産
省

の
指
導
で「
公
平
性
確
保
措
置
」が
廃
止
さ
れ
る

た
め
、
21
年
産
米
に
比
べ
５
７
２
ｔ
少
な
い
２

万
２
６
７
３
ｔ
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
大
館
市
水
田
農
業
振
興
協
議

会
で
は
、
生
産
数
量
目
標
配
分
率
を
昨
年
度
よ

り
０．

８
ポ
イ
ン
ト
少
な
い
59
・
８
％
に
決
定

し
、
Ｊ
Ａ
な
ど
に
通
知
し
ま
し
た
。

新
た
な
農
政
へ
の
取
り
組
み

来
年
度
の
水
田
農
業
の
推
進
方
針
は
、
国
の

「
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
」の
定
額
部
分

10
ａ
当
た
り
１
万
５
千
円
の
助
成
や「
水
田
利

活
用
自
給
力
向
上
事
業
」
で
の
助
成
の
ほ
か
、

県
独
自
の「
地
域
特
認
作
物
へ
の
転
作
助
成
」な

ど
を
有
効
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
合
わ
せ
て

市
独
自
の「
飼
料
用
米
等
作
付
支
援
事
業
」を
来

年
度
も
継
続
し
て
、
認
定
農
業
者
と
集
落
営
農

組
織
に
10
ａ
当
た
り
２
万
円
を
助
成
し
、
水
田

の
有
効
利
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
に
対
応
す

る
集
落
営
農
組
織
は
、
こ
れ
ま
で
17
組
織
が
設

立
さ
れ
、
５
年
後
の
法
人
化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
１
月
30
日
に
は「
農
事
組
合

法
人
大
茂
内
」
が
法
人
化
の
第
１
号
と
な
り
、

今
後
も
、
第
２
、
第
３
の
法
人
化
に
向
け
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

秋
田
三
鶏
記
念
館

秋
田
三
鶏
記
念
館

は
、
１
月
末
に
本
体

工
事
が
完
了
し
、
４

月
１
日
の
オ
ー
プ
ン

に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

記
念
館
の
運
営
に

は
、
委
員
６
人
で
構

成
す
る「
秋
田
三
鶏

記
念
館
運
営
審
議

会
」
を
組
織
し
、
３

月
の
第
１
回
目
の
審

議
会
で
22
年
度
の
運

営
計
画
な
ど
を
審
議

し
ま
す
。

ま
た
、
ふ
化
・
育
雛
い
く
す
う

事
業
を
行
う
三
鶏
保
存

会
で
は
、
昨
年
末
か
ら
会
員
宅
を
訪
問
し
、
優

良
鶏
を
承
継
す
る
た
め
の
親
鶏
の
組
み
合
わ
せ

を
指
導
す
る
な
ど「
ふ
化
機
へ
の
入
卵
」を
３
月

下
旬
に
行
う
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
三
鶏
保
存
会
と
連
携
し
、
飼
育
者

の
拡
大
方
法
な
ど
に
つ
い
て
運
営
審
議
会
か
ら

意
見
を
頂
い
て
、
秋
田
三
鶏
の
純
粋
種
の
保
護
、

育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

市議会３月定例会が２月
23日に招集され、小畑市
長が行政報告を行いました。
その中から、主なものの
要旨をお知らせします。

地
域
経
済
対
策 

雇
用
情
勢 

地
域
活
性
化
対
策
の
取
り
組
み 

平
成
22
年
産
米
の
生
産
数
量
目
標 

新
た
な
農
政
へ
の
取
り
組
み 

秋
田
三
鶏
記
念
館 

４月１日にオープンした秋田三鶏記念館４月１日にオープンした秋田三鶏記念館 

出動回数が多かった除雪作業 

電子黒板を使った授業(桂城小)

４月１日にオープンした秋田三鶏記念館 
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耕
作
放
棄
地
対
策
の
取
り
組
み

市
農
業
公
社
が
実
施
し
て
い
る
遊
休
農
地
等

利
活
用
調
整
業
務
は
、
田
代
地
域
と
比
内
地
域

の
調
査
が
本
年(

21
年)
度
中
に
終
了
し
ま
す
。

田
代
地
域
の
水
田
で
は
、
１
３
１
ha
、
率
で

９
・
１
％
、
比
内
地
域
で
は
１
４
０
・
５
ha
、

率
で
７
・
５
％
の
耕
作
放
棄
地
を
確
認
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
畑
は
お
お
む
ね
１
ha
以
上
の
集

団
的
農
地
を
調
査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
15
％
ほ
ど
が

耕
作
放
棄
地
で
す
。

耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会
で
は
、
田
代
地
域

の「
耕
作
放
棄
地
解
消
行
動
計
画
」を
作
成
し
、

所
有
者
２
９
７
人
と
、
受
け
手
の
認
定
農
業
者

や
担
い
手
農
家
に
意
向
調
査
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
所
有
者
81
人
が
あ
っ
せ
ん
を
希
望
し
、
受

け
手
25
人
か
ら
も
受
け
入
れ
希
望
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
協
議
会
で
貸
し
手
と
受
け
手
を

仲
介
し
、
放
棄
地
の
解
消
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
比
内
地
域
も
同
様
の
計
画
を
作
成
し
、

放
棄
地
解
消
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

養
豚
企
業
誘
致
の
進
捗
状
況

設
置
促
進
条
例
を
制
定
し
、
畜
産
農
業
施
設

な
ど
の
誘
致
活
動
を
展
開
し
て
き
た
と
こ
ろ
、

２
社
か
ら
養
豚
農
場
進
出
協
議
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
協
議
書
に
基
づ
き
、
地

権
者
や
地
元
町
内
会
等
と
協
議
を
進
め
な
が
ら
、

法
的
規
制
な
ど
に
対
応
し
た
進
出
環
境
の
整
備

を
続
け
て
い
ま
す
。

進
出
は
、
１
社
が
種
豚

た
ね
ぶ
た

の
元
と
な
る「
原
原

げ
ん
げ
ん

種し
ゅ

豚と
ん

」を
保
存
育
成
す
る「
母ぼ

豚と
ん

３
５
０
頭
一
貫
農

場
」と
し
て
、
年
間
出
荷
数
約
７
千
頭
、
総
事

業
費
は
約
５
億
９
千
万
円
、
新
規
雇
用
者
数
は

操
業
開
始
時
５
人
で
、
将
来
的
に
は
９
人
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
他
の
１
社
は
、
肉に
く

豚ぶ
た

を
産
み

育
て
る「
母
豚
１
千
頭
一
貫
農
場
」と
し
て
、
年

間
出
荷
数
は
約
２
万
２
千
頭
、
総
事
業
費
は
約

12
億
円
、
新
規
雇
用
者
は
操
業
開
始
時
５
人

で
、
将
来
的
に
は
18
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に
２
社
か
ら
正
式
な

進
出
決
定
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
ほ
か
、

引
き
続
き
畜
産
農
業
施
設
等
の
誘
致
を
推
進
し
、

地
域
活
性
化
と
雇
用
の
場
の
確
保
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

除
雪
状
況

平
成
18
年
豪
雪
以

来
、
こ
こ
３
年
間
は

暖
冬
、
少
雪
傾
向
で

し
た
が
、
本
年(
21

年)

度
は
一
転
し
て
、

１
月
の
累
計
降
雪
量

が
２
３
８
㎝
と
過
去

15
年
間
で
最
多
と
な

っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
降
雨
で
圧
雪
路
面
の
緩
み
が
度
々

発
生
し
、
除
雪
出
動
や
排
雪
作
業
の
回
数
が
多

く
な
っ
た
こ
と
で
、
本
年
度
の
除
雪
費
予
算
３

億
４
８
１
１
万
円
を
大
き
く
上
回
る
見
込
み
の

た
め
、
本
定
例
会
に
１
億
３
５
０
０
万
円
余
り

の
補
正
予
算
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
日
常
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
図
り
、

市
民
生
活
を
守
る
た
め
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確

保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

教
育
施
設
の
環
境
整
備

学
校
耐
震
対
策
事
業
で
は
、
比
内
中
学
校
の

補
強
工
事
が
終
了
し
、
来
年(

22
年)

度
は
田
代
中

学
校
と
桂
城
小
学
校
の
補
強
工
事
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
第
一
中
学
校
で
は
、
肢
体
不
自
由
児

の
拠
点
校
に
指
定
し
た
こ
と
に
よ
り
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
な
ど
を
設
置
し
た
ほ
か
、
武
道
場
を
建
設

し
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
で
は
、

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
で

全
小
中
学
校
に
電
子

黒
板
機
能
付
き
50
型

の
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

を
導
入
し
、
よ
り
一

層
の
学
力
向
上
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
で
の
教
育
環
境
の
整
備
、
充
実
に
努

め
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
へ
の
取
り
組
み

市
の
施
設
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
状
況
は
、

平
成
19
年
度
は
本
庁
舎
に
木
質
燃
料
ボ
イ
ラ
ー

２
機
、
20
年
度
は
比
内
ベ
ニ
ヤ
マ
荘
に
チ
ッ
プ

ボ
イ
ラ
ー
１
機
、
本
年
度
は
各
施
設
に
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
92
台
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
来
年

(

22
年)

度
は
、
有
浦
保
育
園
と
ハ
チ
公
荘
に
ペ

レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
を
設
置
す
る
計
画
で
す
。

一
方
、
昨
年
７
月
に
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
構
想
が
国
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
で
立
ち
上

げ
た「
庁
内
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
推
進
委
員
会
」

で
は「
山
の
中
に
放
置
さ
れ
た
杉
の
間
伐
材
の
利

活
用
に
向
け
た
総
合
的
な
シ
ス
テ
ム
作
り
」に
向

け
て
調
査
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
22
年
度
に
は
、
産
･
学
･
官
が
連
携

し
て「(

仮
称)

大
館
市
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用

推
進
協
議
会
」を
設
置
し
、
利
活
用
を
中
心
と

し
た
実
施
計
画
作
り
へ
の
施
策
提
言
を
い
た
だ

き
、
23
年
度
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
が
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
活
用
出
来
る
、
各
種
メ
ニ

ュ
ー
を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
再
生
計
画

厚
生
労
働
省
で
は
、
地
域
で
の
医
師
確
保
や

救
急
医
療
体
制
な
ど
の
医
療
課
題
の
解
決
を
図

る
た
め
、
都
道
府
県
ご
と
に「
地
域
医
療
再
生
基

金
」を
設
置
し
ま
し
た
。

北
秋
田
医
療
圏
は
北
秋
田
市
と
上
小
阿
仁
村

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
救
急
医
療
体
制
の

強
化
を
図
る
た
め
、
隣
接
す
る
大
館
鹿
角
医
療

圏
の
中
核
病
院
で
あ
る
市
立
総
合
病
院
と
の
連

携
が
地
域
医
療
再
生
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
、
市

立
総
合
病
院
に
対
し
て
３
年
間
で
総
額
３
億
２

１
０
０
万
円
の
医
療
機
器
整
備
事
業
費
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
22
年
度
に
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
、
23
年
度
に
血
管
造
影
室
や
全
身
麻
酔
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、
24
年
度
に
超
音
波
診
断

装
置
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
ほ
か
の
報
告

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

・
組
織
機
構
改
革

・
市
有
林
無
断
伐
採
に
対
す
る
損
害
賠
償

・
農
業
農
村
整
備
事
業
の
状
況

・
林
業
振
興
事
業
の
状
況

・
冬
ま
つ
り

・
道
路
の
整
備
状
況

・
農
業
集
落
排
水
施
設
の
整
備
状
況

・
水
道
施
設
の
整
備
状
況

・
公
共
下
水
道
の
整
備
状
況

耕
作
放
棄
地
対
策
の
取
り
組
み 

養
豚
企
業
誘
致
の
進
捗
状
況 

除
雪
状
況 

教
育
施
設
の
環
境
整
備 

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
へ
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み 

地
域
医
療
再
生
計
画 

そ
の
ほ
か
の
報
告 

４月１日にオープンした秋田三鶏記念館 

出動回数が多かった除雪作業出動回数が多かった除雪作業 

電子黒板を使った授業(桂城小)

出動回数が多かった除雪作業 

４月１日にオープンした秋田三鶏記念館 

出動回数が多かった除雪作業 

電子黒板を使った授業電子黒板を使った授業(桂城小桂城小)電子黒板を使った授業(桂城小)
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４
月
14
日(

水)

〜
18
日(

日)

の
５

日
間
、
大
館
地
域
で
春
の
狂
犬
病
予

防
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
年
１
回
の

予
防
注
射
が
飼
い
主
の
義
務
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
飼
い
犬
の
登
録
を
し
て

い
る
か
た
に
は
お
知
ら
せ
の
は
が
き

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
は
が
き
と
手

数
料
を
持
っ
て
、
お
近
く
の
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
程
が
合
わ
な
い
場
合
は
、
他
の

会
場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

各
獣
医
で
は
随
時
予
防
注
射
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

新
し
く
犬
を
飼
っ
た
か
た
は
、
新

規
登
録
手
続
き
と
併
せ
て
予
防
注
射

を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
手
数
料

１
匹
当
た
り
　
　
３
０
０
０
円

予
防
注
射
手
数
料

１
匹
当
た
り
　
　
３
０
７
０
円

※
田
代
地
域
は
５
月
に
、
比
内
地
域

は
６
月
に
予
防
注
射
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
日
程
は
広
報
お
お
だ

て
５
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

市
民
課
生
活
相
談
係

1
43
―
７
０
４
４

問

上川沿公民館前 
餌釣会館前 
金谷町内中央 
中山会館前 
浦山会館前 
猿間集会所前 
葛原会館前 
沢尻会館前 
別所温泉前 
十二所公民館前 
大滝薬師神社 
軽井沢公衆浴場前 
道目木会館前 
曲田会館前 
南ケ丘児童公園 
東台　第１分団車庫前(旧消防署東分署前) 
鉄砲場児童公園 
土目内会館前 
旧消防署花矢出張所前 
大森団地集会所前 
二井山会館前 
花岡体育館前 
姥沢会館前 
松峰児童館前 
釈迦内公民館前 
釈迦内　立石商店前 
長面児童館前 
粕田会館前 
中羽立会館前 
矢立公民館前 
寺ノ沢　上寺ノ沢町内入口 
松原会館前 
長走会館前 
陣場会館前 

９時　　～９時15分
９時20分～９時35分
９時40分～９時50分
９時55分～10時 5分
10時20分～10時30分
10時35分～10時45分
10時50分～11時
11時 5分～11時15分
11時25分～11時35分
11時40分～11時55分
13時20分～13時35分
13時40分～13時55分
14時　　～14時10分
14時15分～14時25分
14時40分～15時
15時 5分～15時20分
15時25分～15時35分
９時　　～９時10分
９時15分～９時30分
９時35分～９時45分
９時50分～10時
10時 5分～10時20分
10時25分～10時35分
10時40分～10時50分
10時55分～11時10分
11時15分～11時35分
11時40分～11時50分
13時20分～13時30分
13時35分～13時45分
13時50分～14時
14時 5分～14時15分
14時20分～14時30分
14時35分～14時45分
14時50分～15時

月　日 時　　間 会　　　場 

４
月
　
日（
木
）
　
成
田
獣
医 

４
月
　
日（
水
）
　
佐
藤（
真
）獣
医 

14

犬のふんを始末する

袋などを
お持ちください。

大 館 地 域 の 日 程 表  

15
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天下町児童館前 
芦田子会館前 

賽ノ神　工藤商店前 
茂内屋敷　雪沢分館前 
新沢会館前 
雪沢温泉大雪前 
小茂内神社前 
大茂内会館前 

商人留会館前 
釈迦内体育館前 
獅子ケ森２区町内会館前 
上代野神社前 
下代野コミュニティーセンター駐車場 
御成町　清水堰児童公園 
板子石神社前 
サンクス大館中道店わき中道児童公園 
御成町児童公園 
中町　柳町児童公園 
市民体育館前 
金坂　自衛隊秋田地方連絡部駐車場 
相染町　町内広場 
中央公民館前 
旭ケ丘　東北電力八幡沢アパート前 
南町　グルメきむら駐車場 
泉町　乳児保育園前 
神明町　大館神明社前 
幸町　昭和児童公園 
舟場会館前 
城西児童公園 
美園町　さとう美容室前 
水門児童公園 
大館地域職業訓練センター駐車場 
観音堂　市役所車庫前 
有浦児童公園 
長木川河川敷　白鳥広場 
二井田公民館前 

上四羽出　四羽出総合生活センター前 
櫃崎会館前 
赤石会館前 
本宮会館前 
杉沢会館前 
小袴集会所前 

板沢後町公園前 
横岩集会所前 
川口会館前 
下川沿公民館前 
西大館会館前 
立花会館前 
餅田会館前 
根下戸新町　国土交通省大館国道出張所前 
片山町内会館前 
沼館保育所前 
松木児童公園前 
高館下会館前 

９時　　～９時15分
９時20分～９時30分
９時35分～９時45分
10時 5分～10時20分
10時35分～10時45分
10時55分～11時10分
11時20分～11時30分
11時35分～11時45分
13時20分～13時35分
13時45分～14時
14時 5分～14時15分
14時20分～14時30分
14時35分～14時50分
14時55分～15時 5分
15時10分～15時25分
15時30分～15時45分
15時50分～16時
８時50分～９時
９時 5分～９時20分
９時25分～９時35分
９時40分～10時
10時 5分～10時15分
10時20分～10時30分
10時35分～10時45分
10時50分～11時
11時 5分～11時20分
11時30分～11時40分
13時20分～13時30分
13時40分～13時50分
13時55分～14時 5分
14時15分～14時30分
14時40分～14時55分
15時　　～15時10分
15時15分～15時30分
15時35分～15時45分
９時　　～９時20分
９時25分～９時35分
９時40分～９時50分
９時55分～10時 5分
10時10分～10時20分
10時25分～10時35分
10時45分～10時55分
11時　　～11時10分
11時20分～11時30分
13時　　～13時10分
13時15分～13時25分
13時30分～13時40分
13時45分～13時55分
14時　　～14時10分
14時15分～14時30分
14時35分～14時45分
14時55分～15時 5分
15時10分～15時20分
15時25分～15時35分

月　日 時　　間 会　　　場 

４
月
　
日（
土
）
　
小
笠
原
獣
医 

４
月
　
日（
金
）
　
本
間
獣
医 

４
月
　
日（
日
）
　
若
松
獣
医 

16

17

18

さい 

あきひとどめ 

かみ し の はい 

ひつざき 

うしろまち 

４
月
19
日
か
ら
全
国
で
始
ま
る

「
高
齢
運
転
者
等
専
用
駐
車
区
間
制

度
」
は
、
公
共
の
施
設
や
病
院
な
ど

に
、
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
か
た

な
ど
に
限
り
駐
車
出
来
る
専
用
区
間

を
整
備
し
て
い
く
も
の
で
す
。

市
内
で
は
、
市
立
扇
田
病
院
前
に

設
置
さ
れ
ま
す
が
、
利
用
す
る
に
は

「
高
齢
運
転
者
等
標
章
」が
必
要
と
な

り
ま
す
。

対
象
と
な
る
か
た
は
大
館
警
察
署

で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象

運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い
る
か
た
で

・
70
歳
以
上
の
か
た

・
聴
覚
障
害
者
、
身
体
障
害
者
の

免
許
条
件
が
あ
る
か
た

・
妊
娠
中
も
し
く
は
出
産
後
８
週

間
以
内
の
か
た

受
付
開
始

４
月
19
日(

月)

大
館
警
察
署
交
通
課
交
通
規
制
係

1
42
―
４
１
１
１

d

専
用
駐
車
区
間
に
設
置
す
る
標
識

申
・
問

４
月
６
日(

火)

か
ら
15
日(

木)

ま

で「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」が
行

わ
れ
ま
す
。

運
動
の
基
本

「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
」

重
点
事
項

①
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
着
用
の
徹
底

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
す
べ
て
の
座
席

で
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
は
体
格
に
合
っ
た
も

の
を
利
用
し
、
座
席
へ
の
正
し
い

着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

自
転
車
で
の
傘
差
し
運
転
や
携
帯

電
話
の
利
用
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
や
イ

ヤ
ホ
ン
で
両
耳
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

運
転
手
は
お
酒
を
飲
ま
な
い
、
運

転
手
に
は
飲
ま
せ
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
二
日
酔
い
の
と

き
も
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

４
月
10
日(

土)

は

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
課
生
活
相
談
係

1
43
―
７
０
４
４

問
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昭和54年から12年間、大館市議会議員を務め、国保運営協議会委員や土地開
発公社理事などの要職を歴任。特に、農林業所管の委員会には10年間所属し、現
場で培った豊富な経験と理論で、本市農林業の発展に寄与されました。
また、平成３年から16年間、秋田県議会議員として、建設委員長、決算特別
委員長などの要職を歴任し、地方自治進展に多大な貢献をされました。
一方で、平成２年から平成19年までの18年間、大館市遺族会会長を務め、本
市戦没者遺族の援護に尽力されました。

(羽立・70歳)
すが わら のぼる 

昭和町火災予防組合結成時から組合員となり、昭和47年には同組合長に就任。
以来38年間、地域防災のリーダーとして災害に強い地域づくりに多大な貢献を
されました。また、平成16年には大館市火災予防組合連合会会長に就任。自主
防災活動を積極的に推進し、市全域の防災・防火意識の啓発に尽力されました。
一方で、昭和45年から39年間、昭和町町内会長を務め、城西学区町内会長連
絡協議会設立にも貢献されました。平成15年の城西小学校改築では、同校校舎
改築期成同盟会会長として、地域の教育環境整備に尽力されました。

(昭和町・83歳)
さわ の ただ お 

昭和50年から12年間、大館市議会議員として地方自治進展に寄与され、その
間、市民文化会館建設特別委員会副委員長、交通対策特別委員会委員長などの
要職を歴任し、文化会館建設や駅の無人化対策に尽力されました。
また、平成12年からは、あきた北農業協同組合代表理事組合長に就任し、豊
富な農業経験を生かして農協の経営健全化に積極的に取り組み、さらには、二
井田真中土地改良区監事を13年間、大館・北秋田比内鶏生産連絡協議会会長を22

年間務めるなど、本市の農業振興と特産振興に多大な貢献をされました。

(櫃崎・72歳)
あぶ かわ けい いち 

平成６年から大館曲ワッパ協同組合の要職を務め、平成８年には理事長に就
任。財政難だった組合の立て直しに尽力され、さらには曲げわっぱの組合を一本
化して、後継者育成や原材料確保に一丸となって取り組む礎を作り上げました。
また、枯渇する天然秋田杉の代替材として高齢級人工杉を育成するため「曲げ
わっぱの森」の設置を積極的に推進し、さらに、大館曲げわっぱのブランド化の
促進と新たな伝統工芸士の誕生を実現するなど、大館曲げわっぱ産業の振興と知
名度の向上に多大な貢献をされました。

(有浦３丁目・80歳)
い とう くに ひろ 



●
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
、
身
近

な
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
家
族
が
い
つ
で

も
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、

目
に
付
く
場
所
に
保
管
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

●
避
難
所
ま
で
の
道
順
と
連
絡
方
法

を
確
認
し
ま
し
ょ
う

自
宅
か
ら
避
難
所
ま
で
の
道
の
り

に
危
険
な
場
所
は
無
い
か
、
日
ご

ろ
か
ら
家
族
で
避
難
所
ま
で
の
道

順
を
確
認
し
、
連
絡
方
法
を
決
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
情
報
の
把
握
に
努
め
ま
し
ょ
う

水
害
の
多
く
は
雨
が
原
因
で
起
こ

り
ま
す
。
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
と

き
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で

情
報
の
把
握
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
広
報
車
な
ど
の
呼
び
掛
け
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い

災
害
の
危
険
が
迫
っ
た
と
き
に

は
、
広
報
車
な
ど
で
避
難
を
呼
び

掛
け
ま
す
。
速
や
か
に
避
難
出
来

る
よ
う
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

●
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
か
た
な

ど
の
避
難
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
か
た
な

ど
が
、
安
全
で
速
や
か
に
避
難
出

来
る
よ
う
、
家
族
や
地
域
の
皆
さ

ん
と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
協

力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

●
地
下
施
設
は
危
険
で
す

地
下
施
設
で
は
外
の
状
況
が
確
認

出
来
ず
、
一
気
に
水
が
流
れ
込
ん

で
逃
げ
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
豪
雨
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は

地
下
に
降
り
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

●
避
難
に
車
は
使
用
し
な
い

遠
隔
地
か
ら
の
避
難
や
お
年
寄

り
、
重
傷
者
な
ど
の
歩
行
が
困
難

な
か
た
と
一
緒
に
避
難
す
る
な

ど
、
ど
う
し
て
も
車
を
使
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
き
以
外
は
、
歩

い
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
車
が
邪

魔
に
な
り
、
救
援
、
救
護
活
動
が

遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平
成
20
年
に
配
布
し
た
防
災

マ
ッ
プ
の
避
難
所
の
一
部
を

変
更
し
ま
し
た
。

○
追
加
し
た
避
難
場
所(

屋
外)

扇
田
地
区
北
側
広
場

扇
田
地
区
南
側
広
場

(

ど
ち
ら
も
比
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
そ
ば)

○
廃
止
し
た
避
難
所
・
避
難
場
所

旧
大
滝
児
童
館

白
根
山
児
童
公
園(

屋
外)

大
巻
児
童
館

赤
川
担
い
手
セ
ン
タ
ー

旧
山
田
小
学
校

豪雨で下内川がはんらんし、道路が冠水豪雨で下内川がはんらんし、道路が冠水(平成平成2121年７月年７月1919日、沼館町内日、沼館町内)

　市で　市では「米代川上流「米代川上流部・部・下内川下内川」を対象とした洪水避難地図を対象とした洪水避難地図(洪水ハザードマップ洪水ハザードマップ)を作成しました。を作成しました。
　このマップは、国土交通省と秋田県が公表した浸水想定区域図(50(50年に１回程度の大雨で堤防から水があふれた
り決壊したりすることを想定)を基に作成したもので、平成20年９月年９月に「米代川下流「米代川下流部・部・長木川長木川」の浸水想定区域をの浸水想定区域を
対象として全戸配布し対象として全戸配布した「防災マップ「防災マップ」に次ぐ第２版となります。に次ぐ第２版となります。
　いざという時に備え、日ごろから洪水ハザードマップを　いざという時に備え、日ごろから洪水ハザードマップを確認し、早めの避難を心掛けま確認し、早めの避難を心掛けましょう。しょう。
　※洪水ハザードマップは、市や県などの公共施設や防災　※洪水ハザードマップは、市や県などの公共施設や防災関係機関、市ホームページに掲関係機関、市ホームページに掲示します。示します。
　　お問い合わせは、総務課防災対策室　　お問い合わせは、総務課防災対策室143－7100

豪雨で下内川がはんらんし、道路が冠水(平成21年７月19日、沼館町内)

　市では「米代川上流部・下内川」を対象とした洪水避難地図(洪水ハザードマップ)を作成しました。
　このマップは、国土交通省と秋田県が公表した浸水想定区域図(50年に１回程度の大雨で堤防から水があふれた
り決壊したりすることを想定)を基に作成したもので、平成20年９月に「米代川下流部・長木川」の浸水想定区域を
対象として全戸配布した「防災マップ」に次ぐ第２版となります。
　いざという時に備え、日ごろから洪水ハザードマップを確認し、早めの避難を心掛けましょう。
　※洪水ハザードマップは、市や県などの公共施設や防災関係機関、市ホームページに掲示します。
　　お問い合わせは、総務課防災対策室143－7100
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はんらん危険水位　レベル４ 
  
避 難 判 断 水 位　レベル３  
はんらん注意水位　レベル２ 
  
水防団待機水位　レベル１ 

避難判断水位(レベル３)を上回り、はんらん
がいつ発生してもおかしくない水位
はんらんに警戒し、避難を判断する水位
河川の増水によりはんらんの発生に注意し、
水防団(消防団)が出動する水位
河川の増水により、水防活動のため水防団(消
防団)が待機する水位

河川の水位 

水位観測所横断面図 

水位観測所 
はんらん危険水位 
避 難 判 断 水 位 
はんらん注意水位 
水防団待機水位 

扇田橋
－
－

2.30ｍ
1.70ｍ

河川名 米代川 下内川 
扇田(大橋)

4.00ｍ
3.70ｍ
3.50ｍ
2.70ｍ

十二所
5.30ｍ
5.00ｍ
3.00ｍ
2.50ｍ

松峰
3.40ｍ
2.80ｍ
1.60ｍ
1.30ｍ

白沢
1.50ｍ
1.20ｍ
1.00ｍ
0.80ｍ

　大災害時に家屋などが損壊した
かたが避難する施設として「炊事
能力のある公共施設」に限定し指
定しています。公園、球場、グラ
ウンドなどは、避難所に移動する
前に一時的に避難する屋外の公共
施設です。 

52－2818
43－7123
52－2172
52－3022
52－3064
47－7070
52－2502
　　－

成章小学校 
十二所公民館 
十二所保育園 
成章中学校 
十二所体育館 
北部老人福祉総合エリア 
湯夢湯夢の里 
旧葛原保育所 

 
 
 

十二所 

47
48
49
50
51
52
53
54

番号 地区 避　難　所 電話番号 
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※１　医療機関は浸水想定区域内で入院病床があるところを表示

(※１)

市からの避難情報 
　河川のはんらんが予想されるときには、その危
険度に応じて広報車などでお知らせしますので、
情報に注意してください。

　いつでも避難が出来るよう、すぐに避難の準備
を始めてください。また、テレビやラジオ、広報
車などの情報には十分に注意してください。お年
寄りや子どもは、早めに避難させましょう。

(呼び掛け例：○○地区の皆さん、大雨・洪水警報が
発令されました。□□川が増水しています。避難出来
る準備をしてください)

「避難準備情報」が出たら 

　家族や隣近所で助け合って、指定された避難所
に速やかに避難を始めましょう。 

(呼び掛け例：○○地区の皆さん、□□川の堤防が決
壊する恐れがあります。▽▽へ避難してください)

「避難勧告」が出たら 

　指定された避難所へ直ちに避難しましょう。 
(呼び掛け例：○○地区の皆さん、□□川の堤防が△
△で決壊する恐れがあります。直ちに▽▽へ避難して
ください)

「避難指示」が出たら 

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の1／25,000地形図を複製したものです(承認番号　平21東複、第118号)。

49－6134
55－0043
43－7141
55－0194
55－0479
55－0244
55－1505

55－3100

山館児童館 
扇田小学校 
比内公民館 
比内体育館 
比内児童館 
扇田保育園 
比内中学校 
ハートヒルとっと 
(比内福祉保健総合センター)

上川沿 

 
 
 
扇田 

39
40
41
42
43
44
45

46

番号 地区 避　難　所 電話番号 



※1:1:農林課農林課4343－70747074　※　※2:2:スポーツ課スポーツ課4545－28202820

46－3012
46－3019
43－7125
※１
46－1860
46－1614
43－7124
46－3020
46－2245
46－2833
46－1154
48－2934
48－2231
48－4486
43－7117
48－2935
48－4461
48－4412
50－6090
50－6090
48－4992
48－3308
42－2834
42－2835
43－5817
45－0515
42－1149
49－4420
42－0310
※２
42－0872
42－6539
42－3025
42－1806
42－4369
42－0002
42－5700
42－3238
42－3089
49－4661
49－1010

矢立小学校 
矢立中学校 
矢立公民館 
粕田沢農林業多目的研修集会施設 
矢立保育所 
花岡小学校 
花岡公民館 
花岡中学校 
花岡体育館 
大館工業高等学校 
花岡保育所 
釈迦内小学校 
釈迦内保育園 
釈迦内児童センター 
釈迦内公民館 
第二中学校 
釈迦内体育館 
老人いこいの家 
大館国際情報学院(中)
大館国際情報学院(高)
松峰児童館 
天下町児童館 
有浦小学校 
東中学校 
大館地域職業訓練センター 
勤労者総合福祉センター(サンクレア大館)
有浦保育園 
有浦児童会館 
市民体育館 
武道館 
勤労青少年ホーム 
大館労働福祉会館 
城南小学校 
城南保育園 
中央公民館 
大館鳳鳴高等学校 
秋田職業能力開発短期大学校 
城西小学校 
第一中学校 
城西体育館 
大館桂高等学校 

 
 
矢立 
 
 
 
 

花岡 
  
 
 
 
 
 

釈迦内  
 
 
 
 
長木 
 
 

有浦  
 
 
 

桂城 
 
 
  
城南 
 
 
 

城西 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12

13

14
15
16
17

18

19
20
21
22
23
24
25
26

27

28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38

番号 地区 避　難　所 電話番号 

※1:農林課43－7074　※2:スポーツ課45－2820

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の1／25,000地形図を複製したものです(承認番号　平21東複、第118号)。
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住
宅
火
災
で
亡
く
な
る
か
た
の
約

５
割
は「
逃
げ
遅
れ
」で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
煙
や
熱

を
感
知
し
て
警
報
音
で
火
災
を
知
ら

せ
て
く
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
取
り

付
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
場
所

子
ど
も
部
屋
や
高
齢
者
の
居
室
な

ど
、
就
寝
に
使
わ
れ
て
い
る
部
屋
と
、

２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
階
段
へ

の
取
り
付
け
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
警
報
器
に
は
煙
を
感
知
す
る

「
煙
式
」と
熱
を
感
知
す
る「
熱
式
」が

あ
り
ま
す
が
、
火
災
を
よ
り
早
く
感

知
す
る
た
め
、「
煙
式
」を
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
台
所
な
ど
に
も
な
る
べ
く

取
り
付
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

警
報
器
は
ど
な
た
で
も
簡
単
に
取

り
付
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

警
報
器
設
置
済
シ
ー
ル
を

無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す

消
防
本
部
で
は
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
悪
質
な
訪
問
販
売
に
よ
る
被

害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め「
警
報
器
設

置
済
シ
ー
ル
」を
作
り
ま
し
た
。

シ
ー
ル
は
、
玄
関
先
な
ど
に
張
る

こ
と
で
、
既
に
設
置
し
て
い
る
こ
と

を
知
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
、
悪
徳
訪

問
販
売
の
被
害
に
遭
う
危
険
性
を
低

く
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
隣
近
所
に
警
報
器
の
設
置

を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
警
報
音
が
鳴

っ
た
と
き
に
火
災
の
早
期
発
見
、
迅

速
な
活
動
が
期
待
出
来
ま
す
。

シ
ー
ル
は
無
料
で
す
の
で
、
既
に

設
置
し
て
い
る
か
た
や
購
入
し
た
と

き
は
、
お
近
く
の
配
布
場
所
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所

消
防
本
部
、
北
・
比
内
・
田
代
分

署
、
火
災
警
報
器
販
売
店

も
を
お
ん
ぶ
し
て
散
歩
し
て
い
た
ら
、

近
所
の
か
た
に「
あ
ん
た
の
家
の
隣

が
火
事
だ
よ
ー
」
っ
て
叫
ば
れ
た
ん

で
す
。
す
ぐ
に
走
っ
て
帰
ろ
う
と
し

た
ん
だ
け
ど
、
び
っ
く
り
し
て
腰
が

抜
け
て
し
ま
っ
て
、
な
か
な
か
進
め

な
く
て
ね
。
や
っ
と
家
に
着
い
た
ら
、

も
う
隣
の
家
の
火
は
消
え
て
い
て
、

結
局
ボ
ヤ
で
済
み
ま
し
た
。
私
の
家

は
大
丈
夫
だ
っ
た
の
で
ホ
ッ
と
し
て

胸
を
な
で
下
し
た
ん
だ
け
ど
、
あ
の

と
き
は
本
当
に
び
っ
く
り
し
た
わ
ね
。

そ
れ
以
来
、
火
事
は
絶
対
起
こ
さ

な
い
た
め
に
、
火
を
使
う
所
に
は
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に

し
た
り
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
っ
て
い
る

と
き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う

に
と
、
特
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
よ
。

私
も
80
歳
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
火

事
を
起
こ
す
こ
と
無
く
暮
ら
し
て
来

ま
し
た
が
、
万
が
一
の
こ
と
を
考
え

て
、
２
年
前
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
買
っ
て
取
り
付
け
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
普
段
か
ら
の
心
掛
け

が
一
番
だ
け
ど「
火
災
警
報
器
が
あ

っ
た
ら
、
火
事
が
起
き
た
こ
と
に
気

付
い
た
の
に
…
」
と
後
悔
し
な
い
よ

う
に
、
取
り
付
け
て
良
か
っ
た
な
っ

て
思
っ
て
ま
す
。

今
か
ら
も
う
50
年
ぐ
ら
い
前
に
な

り
ま
す
か
ね
ぇ
。
家
の
近
く
で
子
ど

c住宅用火災警報器設置済みシー
ル。ハッチくんが目印です。

　４月は、まだ気温が低く暖房器具を使用すること
が多いため、ちょっとした不注意から火災が発生し
やすくなります。火を使うときは、目を離さないよ
うに十分注意するなど、一人ひとりが火災予防を心
掛け実践しましょう。 

寝たばこは 
絶対にしない 

ストーブは燃えやすい 
物から離れた場所で使う 

住宅用火災警報 
器を設置する 

寝具や衣類など 
は防炎製品を使 
用する 

お年寄りなどを守るため、 
隣近所の協力体制を作る 

住宅用消火器を 
設置する 

ガスコンロから 
離れるときは必 
ず火を消す 

シールも張り付けていますシールも張り付けていますシールも張り付けています



市
立
総
合
病
院
の
子
宮
が
ん
検
診

申
し
込
み
は
は
が
き
で

こ
れ
ま
で
、
子
宮
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
は

電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
22
年
度
か

ら
は
往
復
は
が
き
で
の
申
し
込
み
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は『
平
成
22
年
度
保
健
ガ
イ
ド
』を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

対
　
　
象

今
年
度
中
に
20
歳
以
上
に
な
る
女
性

前
期
申
込
期
間４

月
５
日(

月)

〜
16
日(

金)

必
着

定
　
　
員

１
日
70
人

申
込
先

〒
０
１
７
―
０
８
９
７

大
館
市
字
三
ノ
丸
55
番
地

大
館
市
保
健
セ
ン
タ
ー「
子
宮
が
ん
検
診
」係

※
申
し
込
み
が
定
員
を
超
え
た
と
き
は
、
公
開

抽
選
で
受
診
者
を
決
定
し
ま
す
。

抽
選
日

４
月
19
日(

月)

10
時

(

人
間
ド
ッ
ク
抽
選
終
了
後)

抽
選
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
推
進
課
1
42
―
９
０
５
５

エ
ン
ジ
ョ
イ
♪

元
気
ア
ッ
プ
講
座

今
回
の
テ
ー
マ
は『
が
ん
』で
す
。
検
診
の
受

け
方
や
予
防
の
た
め
の
注
意
点
を
お
話
し
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
出
来
ま
す
の
で
、

動
き
や
す
い
服
装
で
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い(

運
動
の
実
技
も
あ
り
ま
す)

。

と
　
き

４
月
27
日(

火)

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

樹
海
体
育
館

内
　
容

が
ん
予
防
で
元
気
ア
ッ
プ

「
知
ろ
う
、
防
ご
う
、
気
に
な
る
が
ん
」

持
ち
物

健
康
手
帳
、
室
内
用
運
動
靴
、
筆
記

用
具

問

広報おおだて 2010.4

③
氏
名
④
性
別
⑤
生
年
月
日
⑥
電
話
番
号(

日

中
に
連
絡
が
取
れ
る
番
号)

⑦
希
望
す
る
健
診

機
関(

第
３
希
望
ま
で)

⑧
市
立
総
合
病
院
の

希
望
者
は「
日
帰
り
」か「
一
泊
二
日
」を
明
記

し
、
返
信
用
は
が
き
の
表
に
は
①
郵
便
番
号

②
住
所
③
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先

〒
０
１
７
―
０
８
９
７

大
館
市
字
三
ノ
丸
55
番
地

大
館
市
保
健
セ
ン
タ
ー「
人
間
ド
ッ
ク
」係

締
め
切
り

４
月
15
日(

木)

当
日
消
印
有
効

受
診
者
の
決
定

募
集
人
数
を
超
え
た
と
き
は
、
公
開
抽
選
で

受
診
者
を
決
定
し
ま
す
。

抽

選

日

４
月
19
日(

月)

10
時

抽
選
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

※
応
募
状
況
に
よ
り
第
２
・
第
３
希
望
の
健
診

機
関
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

受
診
の
手
続
き

受
診
が
決
ま
っ
た
か
た
は
、
表
中
の「
市
に
納

め
る
金
額
」を
持
参
し
、
事
前
に
受
診
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
日
と
場
所

４
月
27
日(

火)

、
30
日(

金)

保
健
セ
ン
タ
ー

４
月
28
日(

水)

ハ
ー
ト
ヒ
ル
と
っ
と

サ
ン
ピ
ア

※
受
診
の
可
否
や
手
続
き
方
法
な
ど
は
応
募
者

全
員
に
返
信
用
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ＴＥＬ42ー9055　ＦＡＸ42ー9054

健康推進課(保健センター内)

大
館
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40

〜
74
歳
ま
で(

昭
和
11
年
４
月
１
日
か
ら
46
年
３

月
31
日
ま
で
の
生
ま
れ)

の
か
た
を
対
象
に
、
人

間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク

対
　
象

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
大
館
市
国
民
健
康
保

険
加
入
者(

国
民
健
康
保
険
税
完
納
者
に
限

る)

※
現
在
、
医
療
機
関
で
治
療
さ
れ
て
い
る
か
た

は
、
市
立
総
合
病
院
で
受
診
出
来
ま
せ
ん
。

健
診
の
時
期

５
月
〜
平
成
23
年
１
月

※
扇
田
病
院
は
平
成
23
年
２
月
ま
で
受
診
出
来

ま
す
。
ま
た
、
秋
田
県
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

は
受
診
日
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

往
復
は
が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い(

１
人

１
枚)

。

往
信
用
は
が
き
の
裏
に
①
郵
便
番
号
②
住
所

■ 人間ドックの実施機関一覧表 

北秋田市民 
病院 
(男性、女性各
15人、計30人)

秋田県総合
保健センター 
(男性24人、女性
66人、計90人)

※送迎バスあり

秋田労災病院 
(70人)　　※2 

市立扇田病院 
(男性35人、女性
35人、計70人)

市立総合病院 
(１泊２日、30人)

 
市立総合病院
(日帰り、30人)

 
男 
 
女 

 
男 
 
 
女 

男 
女 
 
男 
女 

 
男 
 
女 
 
男 
 
女 

特定健診、胃・ 
大腸がん検診 
 
全５項目※1 

 
特定健診、胃・ 
大腸がん検診 

 
全５項目※1 

特定健診、胃・ 
大腸がん検診 
 
特定健診、胃・ 
大腸がん検診 

特定健診、胃・ 
大腸がん検診 
 
全５項目※1 

特定健診、胃・ 
大腸がん検診 
 
全５項目※1

30,450

40,845

39,100

44,800

40,000

37,300

65,000

75,000

42,000

52,000

24,100

31,190

24,100

31,190

24,100

24,100

43,100

50,190

24,100

31,190

4,350

3,855

13,000

7,810

13,900

11,200

19,900

19,010

15,900

15,010

2,000

5,800

2,000

5,800

2,000

2,000

2,000

5,800

2,000

5,800

（円） 

※1　全５項目：特定健診、胃・大腸・子宮・乳がん検診 
※2　秋田労災病院は前年度の料金です。 

３月号と同時配布した『平成22年度保健ガイド』13ページの「たものき内科クリニック」
は、実施曜日を(月)～(土)に変更します。 たものき内科クリニック159－5055問

乳幼児・児童予防接種
実施曜日を変更します



は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

満
65
歳
以
上
の
か
た
を
対
象
に
、
は
り
・
き

ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
施
術
券
は「
大
館
市
は
り
・
き
ゅ
う
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
」会
員
の
施
術
所
で
、
１
回

に
付
き
１
枚
利
用
出
来
ま
す
。

助
成
額

年
間
６
千
円(

４
〜
３
月)

１
枚
千
円
の
施
術
券
を
６
枚

持
ち
物

健
康
保
険
証
、
印
鑑

※
比
内
・
田
代
両
総
合
支
所
市
民
生
活
課
で
も

申
請
出
来
ま
す
。

保
険
課
医
療
給
付
係
1
43
―
７
０
４
６

申
・
問

広報おおだて 2010.4

脳
ド
ッ
ク

対
　
象

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
大
館
市
国
民
健
康
保

険
加
入
者(

国
民
健
康
保
険
税
完
納
者
に
限

る)

受
診
者
の
決
定

過
去
２
年
間
、
脳
ド
ッ
ク
検
診
の
助
成
を
受

け
て
い
な
い
か
た
で
、
さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
、

40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
の
か
た
を
優

先
し
ま
す(

４
月
１
日
現
在)

。
ま
た
、
申
し

込
み
多
数
の
と
き
は
抽
選
し
、結
果
は
応
募
者

全
員
に
返
信
用
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

検
診
の
時
期

５
月
７
日(

金)

〜
平
成
23
年
１
月
28
日(

金)

助
成
金
額

２
万
円

申
し
込
み
方
法

往
復
は
が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い(

１
人

１
枚)

。

※
往
信
用
は
が
き
の
裏
に
①
郵
便
番
号
②
住
所

③
氏
名
④
生
年
月
日
⑤
電
話
番
号
⑥
検
診
を

希
望
す
る
医
療
機
関
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
返
信
用
は
が
き
の
表
に
は
①
郵
便
番
号

②
住
所
③
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
外
出
が
困
難
な
ど
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
か

た
は
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
先

大
館
市
字
中
城
20
番
地

大
館
市
役
所
保
険
課「
脳
ド
ッ
ク
検
診
」係

締
め
切
り

４
月
30
日(

金)

必
着

※
石
田
脳
神
経
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
定
員
は
60

人
で
す
が
、
Ａ
コ
ー
ス
、
Ｂ
コ
ー
ス
の
選
択

は
自
由
で
す
。

保
険
課
国
保
係
1
43
―
７
０
４
７

問

■ 脳ドックの実施機関一覧表 （円） 

 
 
石田脳神経外科 
ク リ ニ ッ ク  
 
 
秋田労災病院 
 
 
市立扇田病院 

60人

60人 

 
40人

45,000

 
35,000

 
39,900

 
29,000

20,000

 
20,000

 
20,000

 
20,000

25,000

 
15,000

 
19,900

 
9,000

頭部ＭＲＩ、頸部ＭＲＡ、Ｘ線撮影(頭部３・頸

椎４方向）、血液検査、尿検査、心電図 

頭部ＭＲＩ・ＭＲＡ、Ｘ線撮影 
(頭部３・頸椎４方向)

診察、身体計測、ＭＲＩ、ＭＲＡ、頭部単純撮影、頸部
超音波、その他各検査(高次脳機能、循環器系、代謝系、
血液学系、腎機能）
診察、身体計測、血圧測定、ＭＲＩ、ＭＲＡ、動脈硬化
測定検査(ＡＢＩ／ＰＷＶ）、血液検査(血液一般、糖代謝、
脂質、肝機能、腎機能）、尿検査

Ａ 
コース 

Ｂ 
コース 

けい  ぶ 

つい 

けい 

昨
年
の
小
畑
市
長
と
吉
田
副
市
長
に
次
い

で
、４
月
か
ら『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
モ
デ
ル
』に
な

っ
て
く
れ
る
市
民
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

お
腹
周
り
の
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
と
体
重
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
目
指
し
て
、
一
緒
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

モ
ニ
タ
ー
期
間

４
月
〜
10
月

『
は
ち
メ
ン
ズ
』応
募
資
格(

八
つ
の
条
件)

①
大
館
市
民
　
②
男
性

③
ズ
ボ
ン
の
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
が
88
㎝
以

上
の
か
た

④
４
月
１
日
現
在
、
30
〜
64
歳
の
か
た

⑤
生
活
習
慣
の
見
直
し
と
体
重
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
始
め
る
気
持
ち
が
あ
る
か
た

⑥
心
臓
、
脳
血
管
疾
患
、
糖
尿
病
、
血
中

脂
質
異
常
、
高
血
圧
な
ど
の
疾
患
が
無

い
か
た

⑦
参
加
中
の
経
過
、
体
重
、
体
脂
肪
率
、

腹
囲
な
ど
の
デ
ー
タ
を
、
市
広
報
や
新

聞
な
ど
に
掲
載
し
て
も
良
い
か
た(

顔
・

氏
名
は
公
開
し
ま
せ
ん)

⑧『
は
ち
メ
ン
ズ
定
例
会
』(

月
１
回
程
度
で

開
催
は
18
時
以
降)

に
参
加
可
能
な
か
た

〔
第
１
回
目
は
４
月
22
日(

木)

を
予
定
〕。

募
集
人
数

８
人

※
応
募
者
多
数
の
と
き
は
、
年
齢
・
健
康
状

態
を
考
慮
し
て
選
考
し
ま
す
。

◆『
は
ち
メ
ン
ズ
』の
メ
ン
バ
ー
に
な
る
と
、

内
臓
型
肥
満
ド
ッ
ク
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

特
典
が
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法

①
氏
名
②
住
所
③
生
年
月
日
④
電
話
番
号

⑤
職
業
⑥
ズ
ボ
ン
の
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
⑦

身
長
、
体
重
⑧
治
療
中
の
疾
患
の
有
無(

有

の
場
合
は
内
容
も)

を
記
入
し
、
郵
送
ま

た
は
健
康
推
進
課
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
可
否
の
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に
通

知
し
ま
す
。

締
め
切
り

４
月
９
日(

金)

当
日
消
印
有
効

〒
０
１
７
―
０
８
９
７

大
館
市
字
三
ノ
丸
55
番
地

大
館
市
保
健
セ
ン
タ
ー「
始
め
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
担
当
」1
42
―
９
０
５
５

申
・
問



最
近
は
随
分
と
日
が
長
く
な
り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
フ
キ
ノ
ト
ウ
が
顔

を
出
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
日
当
た
り
の
良
い
と

こ
ろ
か
ら
、春
を
告
げ
る
使
者
が
順
次
顔
を
出
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

と
は
い
え
ま
だ
ま
だ
寒
い
こ
の
時
期
、
外
を
出
歩
い
て
い
る
人
な
ん
ゾ
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
今
回
は
下
川
沿
公
民
館
を
訪
ね
、
中
で
暖
か
ー
く
活
動
さ
れ

て
い
る
方
々
と
の
出
会
い
を
求
め
、
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
始
ま
り
で
す
。

下
川
沿
地
区
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家「
小
林
多
喜
二
」の
生
誕
の
地
で

も
知
ら
れ
て
い
て
、
地
区
の
皆
さ
ん
が
集
う
下
川
沿
公
民
館
は
、
Ｊ

Ｒ
下
川
沿
駅
に
ほ
ど
近
い
場
所
に
あ
り
ま
す
。
講
堂
か
ら
は
既
に
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
興
ず
る
人
達
の
大
き
な
声
が
響
い
て
い
ま
す
が
、
３
月
と
い
え
ば

や
っ
ぱ
り『
ひ
な
祭
り
茶
会
』。
っ
て
こ
と
で
、
ま
ず
は
そ
ち
ら
の

会
場
へ
お
邪
魔
し
ま
ー
す
!!

和
服
姿
で
茶
器
の
準
備
を
し
て
い
た
の
は

佐
藤
正ま

さ

子こ

さ
ん(

一
心
町)
。
普
段
は
お

茶
会
の
講
師
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
卒
業
を
控
え
た
川
口
小
学
校
の
６
年

生
に
、
中
学
校
へ
入
学
す
る
前
に
礼
節
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
お
手
伝
い
に

来
て
い
る
ん
だ
と
か
。
「
実
は
現
役
当
時
、

長
木
小
学
校
の
教
師
を
し
て
い
た
ん
で
す
。
当

時
は
木
造
校
舎
を
建
て
替
え
中
で
、
退
職
前
の

１
年
間
だ
け
新
し
い
校
舎
で
過
ご
し
た
ん
で
す

が
、
そ
の
と
き
に
受
け
持
っ
て
い
た
子
が
６
年
生
だ
っ
た
の
。
今
日
の
子
ど

も
た
ち
を
見
て
る
と
、
な
ん
か
昔
の
教
え
子
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
ね
」と

佐
藤
さ
ん
。

お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
元
気
な
あ
い
さ
つ
と
と
も
に
部
屋
に
や
っ
て
き

た
の
は
、
６
年
１
組
の
子
ど
も
た
ち
。
佐
藤
さ
ん
の
前
に
正
座
し
た
と

た
ん
に
ぎ
や
か
さ
は
ピ
タ
リ
と
や
み
、
き
ち
ん
と
話
に
耳
を

傾
け
る
優
等
生
に
大
変
身
！
「
お
茶
の
経
験
の
あ
る

人
」と
の
問
い
掛
け
に
、
な
ん
と
一
斉
に

手
が
挙
が
り
ま
す
。
ウ
ム
？

こ
れ
は
意
外
。
近
く
に
い
た

安
部
ち
よ
み
さ
ん(

餅
田
１

区)

と
佐
藤
美み

里さ
と

さ
ん

(

川
口
５
区)

に
声
を
掛

け
る
と
「
広
報
ッ
！

知
っ
て
る
。
読
ん
だ
こ

と
あ
る
よ
」
。
ン
ー
何
と

う
れ
し
い
お
言
葉
！

で
、
お
茶
の
味
は
ど
う
だ

っ
た
？
「
ち
ょ
っ
ぴ
り
苦
か

っ
た
け
ど
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
日
本

の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

と
、
こ
れ
ま
た
立
派
な
コ
メ
ン
ト
の
ち
よ
み
さ
ん
。
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☆今回訪ねたのは 

Ｈ22. 3. 1取材

　　「下川沿公民館」 

R 7

R28
5285

R103103

大
館
市
役
所 

比
内
総
合
支
所 

田
代
総
合
支
所 

R 7

R28
5

R103

☆ ☆ 

いつもお
しゃべり

している
という

仲良しの
美里さん（

左）とちよ
みさん

お茶の指導をして
くれた佐藤さん



２
人
は
４
年
生
か
ら
の
友
達
で
、
こ
れ
ま
で
ミ
ニ
バ
ス
で
頑
張
っ
て
き
た

と
の
こ
と
。
中
学
校
で
も
続
け
る
の
か
な
？
「
バ
ス
ケ
部
が
無
い
の
で
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
み
た
い
で
す
！
」。
期
待
に
胸
膨
ら
む
、
ス
ポ
ー

ツ
大
好
き
の
お
嬢
さ
ん
た
ち
で
し
た
。

最
後
に
佐
藤
さ
ん
か
ら「
最
初
、
み
ん
な
の
姿
を
見

て
元
気
な
子
た
ち
ば
か
り
な
の
か
な
と
思
っ
た

ん
で
す
が
、
と
て
も
静
か
に
う
ま
く
出
来
て
い
ま

し
た
。
日
ご
ろ
の
先
生
の
指
導
の
お
か
げ
で
す

ね
」と
同
行
の
先
生
ま
で
お
褒
め
の
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。

そ
の
、
担
任
の
中
田
春は

る

輝き

先
生(

能
代
市)

に
も
お
話
を
聞
く
と「
今
日
は
よ
く
話

を
聞
い
て
い
ま
し
た
ね
。
男
の
子
た
ち
は
非

常
に
元
気
で
、
女
の
子
た
ち
は
お
し
と
や
か
な

面
も
あ
る
け
ど
、
や
る
と
き
は
し
っ
か
り
出
来
る

ク
ラ
ス
な
ん
で
す
よ
」。
さ
す
が
卒
業
を
前
に
し
た
６

年
生
。
中
学
校
で
も
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
去
り
、
や
や
静
ま
っ
た
会
場
に
す
が
す
が
し
い
笑
顔
で
登

場
し
た
の
は
、
先
程
来
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
懸
命
の
プ
レ
ー
を
し
て
い
た
、

平
川
則の

り

子こ

さ
ん(

隼
人
町)

、
越
後
喜き

和わ

子こ

さ
ん(

立
花
１
区)
、
石
川
慶け

い

子こ

さ

ん(

餅
田
１
区)

、
小
林
正ま

さ

子こ

さ
ん(

川
口
２
区)

の
ハ
ッ
ス
ル
お
母
さ
ん
た

ち
！
。

毎
週
月
曜
日
と
金
曜
日
に
、
公
民

館
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
練
習
を
し
て
い

る
ん
だ
そ
う
で
す
。
プ
レ
ー
の
合
間
の

休
憩
時
間
と
の
こ
と
で
、
佐
藤
さ
ん
の

お
茶
を
お
い
し
そ
う
に
頂
い
て
い
ま
し

た
。「
先
月
は
、
保
育
園
の
お
茶
会
で

孫
と
一
緒
に
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
の
」

と
石
川
さ
ん
。
ア
ッ
、
な
る
ほ
ど
、
下

川
沿
地
区
の
子
ど
も
た
ち
は
保
育
園

の
と
き
か
ら
抹
茶
を
た
し
な
ん
で
い

た
ん
で
す
ね
。
合
点
承
知
之
介
！

先
ほ
ど
の
練
習
で
は
男
性
チ
ー
ム

を
負
か
し
て
い
ま
し
た
ね
？
「
今

日
は
人
数
が
少
な
く
て
、
み
ん
な
で

カ
バ
ー
し
な
が
ら
だ
っ
た
の
で
大
変
で

し
た
け
ど
ネ
」。
ム
ム
、
余
裕
の
コ
メ
ン
ト
か
？

こ
こ
下
川
沿
公
民
館
は
、
小
学
生
か
ら
ご
年
配(

失

礼
、
ペ
コ
リ)

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
が
利
用
し
、
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。
川
口
小
学
校
の
卒
業
生
は
毎
年
こ
の
お
茶
会
を
契
機
に
、
中
学
生
と
な
っ

て
も
地
域
の
方
々
と
交
流
が
続
い
て
い
く
ん
で
し
ょ
う
ね
。

で
は
、
次
回
も
あ
っ
て
グ
ッ
ド
！

（H22.3.1現在） 

これまでの 
登場者数 754人 

80,967人 
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練習では女性チームがリード
していました。

ご
町
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
取
材
に

伺
い
ま
す
。
広
報
広
聴
係
1
43
―
７
０
２
５

「１年間担任をしましたが
思い出のあるクラスです」
と中田先生

さすが６年生、落ち着いて
お話を伺いました

左から規子さん、喜和子さん、
慶子さん、正子さん



福祉課障害福祉係

田代・比内両総合支所市民生

活課市民生活係

福祉課障害福祉係143－7052

台帳閲覧は、所有者が自己の資産

の課税内容を、借地・借家人は使

用・収益の対象となっている資産の

課税内容を確認出来る制度です。

また、帳簿縦覧は、土地や家屋の

納税者に市内の土地や家屋の価格を

開示する制度です。

固定資産課税台帳の閲覧

４月１日e～平成23年３月31

日e ９時～17時

※土・日・祝日を除く。

税務課

固定資産税の納税者と代理人。

借地・借家人。

印鑑と本人が確認出来る物(運転

免許証など)。代理人は同意書も、

借地人と借家人は賃貸契約書の写

しも必要です。

縦覧帳簿の縦覧

４月１日e～５月31日b

９時～17時※土・日・祝日を除く。

税務課

・土地価格等縦覧帳簿

所在、地番、登記地目、評価地

目、地積、評価額

・家屋価格等縦覧帳簿

所在、家屋番号、種類、構造、

床面積、評価額

固定資産税の納税者と代理人。

印鑑と本人が確認出来る物(運転

免許証など)。代理人は同意書も

必要です。

税務課固定資産税係143－7034

▽都市計画課扱い

大館市児童生徒合同活動推進委員会　ベンチ２基

問

持参する物

縦覧出来るかた

縦覧帳簿の内容

縦覧場所

縦覧期間

持参する物

閲覧出来るかた

閲覧場所

閲覧期間

申・問

市民の善意

広報おおだて 2010.4

　後期高齢者医療制度では、保険料率を２年ごとに改定することにな
っていますが、平成22年度から医療費の増加などにより、納めていた
だく保険料が引き上げられることになりました。改定後の保険料率に
基づく保険料額は、７月中旬ごろに通知しますのでご確認ください。
※所得が一定以下の世帯のかたへの軽減措置は、平成21年度と同じ割
合で継続されます。 

後期高齢者医療保険料の内訳 
保険料額＝均等割額＋所得割額(所得×所得割率）
　　　　　均等割額⇒県内の加入者全員が等しく納める金額です。 
　　　　　所得割額⇒加入者本人が所得に応じて納める金額です。 

　外国人の皆さんの不安を解消し、地域の皆さんと一緒に安心して生

活出来るように支援するため、生活相談と日本語教室を行います。

●生活相談(無料)　悩みごとや困りごと、質問にお答えします。
　　　毎週水曜日　10時～15時　　080－1823－4019(五十嵐さん)

　　　毎週金曜日　10時～15時　　090－3642－6428(高橋さん)

●日本語学習　生活に役に立つ会話を中心に日本語を勉強します。

　　　10時～12時(夜間の部もあり)

　　　秋田県北部男女共同参画センター※直接会場へお越しください。

　※指導料は無料ですが、教材費が毎月600円掛かります。

　　　１年以上居住しているか、住む予定の外国人

　　企画調整課企画調整係 43－7027

※保険料率改定に関する疑問・質問は、広域連合で受け付けています。
詳しくは、広域連合のホームページをご覧ください。 

　　保険課医療給付係 43－7046 
　　秋田県後期高齢者医療広域連合業務課 018－853－7155 
　　広域連合ホームページ　http://www.akita-kouiki.jp/

問 

問 

●保険料率

●均等割額の軽減措置(軽減割合は変更ありません)

平成21年度まで 平成22年度から

●所得割額の軽減措置(軽減割合は変更ありません)
被保険者本人の総所得金額等(基礎控除後) 軽減割合

均等割額
所得割率

均等割額
所得割率

38,426円
7.12％

38,925円
7.18％

世帯主及び被保険者の総所得金額
等が下記の基準を超えない世帯

軽減
割合
8.5割

９割

５割

２割

９割

均等割額
21年度まで
5,700円

3,800円

19,200円

30,700円

3,800円

均等割額
22年度から
5,800円

3,800円

19,400円

31,100円

3,800円

基礎控除額(33万円)＋24万５千円×
被保険者の数(世帯主である被保険者を除く)

基礎控除額(33万円)
被保険者全員の年金
収入80万円以下で、
その他各所得が無い

基礎控除額(33万円)＋35万円×
被保険者の数
後期高齢者医療制度加入前に被用者
保険の被扶養者であった被保険者

58万円以下
(年金収入のみの場合は153万～211万円以下) ５割

がい こく じん 

かつ 

かつ せい だん そう りょう なや 

ほん に ご がくしゅう ほん に ご べんきょう せい かつ やく た かい  わ ちゅう しん 

じ じ い が らし まいしゅうすい よう  び うけつけ 

たいしょう 

じ かん 

じ じ たか はし まいしゅうきん よう  び 

じ 

あき  た  けん ほく  ぶ   だん じょきょうどう さん かく 

し　どうりょう 

ねん  い  じょうきょじゅう 

き   かくちょうせい   か   き   かくちょうせいかかり とい 

す よ   てい がい こく じん 

む  りょう きょうざい　ひ まい つき えん  か 

ちょくせつ かいじょう こ 

じ や   かん ぶ 

こま しつ もん こた む 

で き 

みな あん かいしょう あん しん ふ 

えん おこな せい かつ そう だん に   ほん  ご   きょうしつ し 

いき みな せい いっ しょ ち 

受付 

対象 

時間 

ところ 

固定資産課税台帳の閲覧及び
土地価格等縦覧帳簿、家屋価格等
縦覧帳簿が縦覧出来ます

申請窓口



雪沢地区新沢地内の林道新沢線

は、林道山新線開設工事に伴い象ヶ

倉橋の架け替え工事を行いますので、

一般車輌は通行出来ません。

６月～平成24年２月

農林課林務係143－7073

市内の業者で、これまでに登録を

していないかたや、現在の登録項目

に追加の登録をするかたの申請を受

け付けます。

４月１日e～11月30日c

※土・日・祝日を除く。

９時～11時45分、13時～16時30分

契約検査課(本庁２階)

物品調達、役務提供、小規模修繕

契約検査課窓口で配布してい

る様式に、必要事項を記入し

期限内に提出してください。

また、要領と様式は契約検査

課ホームページからもダウン

ロード出来ます。

申請受け付け日の翌々月の１

日から平成23年３月31日まで。

契約検査課契約係143－7039

国勢調査が行われる年は人口動態

職業・産業調査も行われるため、婚

姻などの戸籍の届け書に職業の記入

が必要です。届け出の際にはご協力

をお願いします。

４月１日から１年間

出生・死亡・死産・婚姻・離婚の届

け出をするかた

市民課戸籍係143－7041

４月29日に開催される山田記念ロ

ードレース大会では、ランナーが一

般道路を走るため交通規制が行われ

ます。そのため、下記の時間帯と場

所は特に渋滞が発生しやくなります

ので、ご協力をお願いします。

４月29日e 10時～11時ごろ

鳳鳴高校前・新町交差点・御成町

二丁目から大田面までの樹海ラ

イン

スポーツ課145－2820

海外に出掛けて外国人と交流や研

修をするかたに、経費の一部を助成

します。

助成金の交付を受けるには、実施

の14日前までに申請書類の提出が必

要です。

中学生以上のかた

※国外での国際交流研修であること

(個人・団体は問いません)。

※観光が主目的の旅行や修学旅行、

留学は対象になりません。

渡航費用や宿泊料などの３分の１

(限度額１人３万円。人数が多数の

場合は20万円が限度)。

企画調整課企画調整係143－7027

４月から、水洗化工事の資金を無

利子で借りられる融資あっせん制度

の限度額を50万円から80万円に、償

還期間も50カ月以内から60カ月以内

に拡大します。希望するかたは、排

水設備工事指定店へご相談ください。

供用開始日から３年以内に工事

を行う個人

80万円(トイレの数により最高

150万円まで)

60カ月以内の元金均等償還

公共下水道

下水道課維持係143－7095

農業集落排水

下水道課生活排水係143－7089

主催講座やサークル活動で女性セ

ンターを利用している間、保育士が

お子さんをお預かりします。お気軽

にご利用ください。

満２歳から就学前の幼児

毎週月～金曜日。10時から12

時までと13時から15時まで

※予約が必要です。

女性センター149－7028

乳幼児を対象とした福祉医療費受

給者証を持ち、小学校へ入学される

かたは、４月以降は使用出来ません。

ただし、母子・父子家庭の児童は、最

長で18歳まで助成を受けられる「ひ

とり親家庭児童福祉医療制度」に切

り替えることが出来ます。該当する

かたは申請してください。

保険課医療給付係143－7046

障害のあるかたに、タクシーの料

金割引券を差し上げます(要申請)。

(在宅者に限る)

①身体障害者手帳１～３級の手帳

所持者(腎臓機能障害以外)

②療育手帳Ａの手帳所持者

③腎臓機能障害の身体障害者手帳

１～３級の手帳所持者

(申請は年度に１回です)

①、② 15枚(10月以降の申請は９枚)

③ 24枚(10月以降の申請は12枚)

券１枚に付き500円

福祉課障害福祉係

田代・比内両総合支所市民生

活課市民生活係

福祉課障害福祉係143－7052

自立支援医療(精神通院医療)の更

新手続きは１年に１回必要ですが、

４月から手続きの際に添付する診断

書の提出は、原則２年に１回となり

ますのでご注意ください。

申・問

申請窓口

割引額

交付枚数

対象

問

申・問

利用時間

対象

問

償還方法

融資額

対象

申・問

助成金の額

対象

問

ところ

とき

問

対象

調査期間

問

有効期間

申請方法

業種

受付場所

受付時間

受付期間

問

通行止め期間
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タクシー割引券をご利用ください
(在宅障害者対象)

自立支援医療(精神通院医療)の
更新申請手続きが変わります

福祉医療費受給者証(マル福)の
有効期間をご確認ください

戸籍の届け書に
職業の記入をお願いします

女性センターの託児室を
ご利用ください

山田記念ロードレース大会中は
交通規制が行われます

林道新沢線の通行止め

業者登録申請(追加)の受け付け

国際交流や研修を助成します

水洗化工事資金の
融資限度額拡大

４月４日aに総合防災
訓練を行います

会場周辺の交通規制にご協力をお願いします。 ８時30分～10時 桂
城小学校、市立総合病院、長木川河川敷周辺 消防本部警防課143－4151問

ところ時間

至 市内 

至 小坂 

雪沢小雪沢小 

小雪沢小雪沢 

大明神大明神 

新沢新沢 

通行止 

牧場 
明神岩● 

　　　　●　　　　● 
ゆきさわゆきさわ 
産直センター産直センター 

主要地方道

主要地方道 

大館十和田湖線

大館十和田湖線 

林道
　新
沢線
 

大
新
沢

大
新
沢 

象ヶ倉山 
▲ 

小雪沢 

大明神 

新沢 

　　　　● 
ゆきさわ 
産直センター 

主要地方道 

大館十和田湖線 

大
新
沢 

長
木
川 

文 
雪沢小 



①責任を持ってネットを管理出来る

こと。

②ネット使用のモニター調査(１カ月

で８回)を実施出来ること。

③市で指定するネットを購入するこ

と(市で一括発注します)。

15枚

１枚に付き３千円(購入単価

は１枚8,800円)

※購入助成金は、カラスネットを使

用したことが無いごみステーショ

ンで、１カ所に付き１枚です。

※助成枚数を超えた応募があったと

きは、助成を受けたことの無い町

内会を優先します。

４月５日b～15日e

環境課環境係143－7048

山菜やタケノコを採取するために、

田代岳周辺の共用林野区域へ入林す

るときは入林証が必要です。市民は

１枚で１年間、世帯全員が利用出来

ます。なお、入林証交付手数料は

500円から千円に改定になりましたの

でご注意ください。

４月26日b～６月18日f

※土・日・祝日は除く。

農林課(三ノ丸庁舎内)

比内総合支所産業課

田代総合支所産業建設課

１枚千円

申請者の身分証明書(免許証や

健康保険被保険者証など)

５月中旬～６月下旬(変更あり)

※料金徴収所で入林証を提示しない

ときは、１人に付き１日千円の入

林許可証交付手数料が掛かります。

田代総合支所産業建設課143－7103申・問

料金徴収所の設置期間

持ち物

交付手数料

申請場所

受付

申・問

申請期間

助成金額

対象枚数

山菜取り(タケノコ)入林証を交付します

４月４月 日斥～５月３日席日 ～５月３日席※開花状況で変更する場合があります。開花 況で変更する場合があります。

桂城公園桂城公園

期間中の主なイベント 
４／24 　12時　　大館ばやし・民謡など(特設ステージ)

　　25 　９時　　鳳凰山山開き(長根山登山口) 
　　　　　10時　　ナツメロ・民謡など(特設ステージ) 
　　　　　10時　　東北歌謡みちのくコンクール大会(市民文化会館)

　　29 　９時　　山田記念ロードレース(長根山陸上競技場)

５／１ 　10時　　秋田県声良鶏展覧会(サンクレア大館) 
　　　　　10時　　歌謡・民謡(特設ステージ)

　　２ 　12時　　大正琴・民謡ショー(特設ステージ)

　　３ 　９時　　秋田犬保存会本部展覧会(市民体育館前)

　　４ 　10時　　秋田県比内鶏展覧会・秋田県金八鶏展覧会(市民体育館)

問 大館桜まつり実行委員会 42－4360

　大館市議会議会改革協議会では、市民と市議会との意見交換会を開催
します。どんなことでも結構ですので、市議会へ皆さんのご意見をお聞
きかせください。どなたでも参加出来ますのでご来場をお待ちしています。 

問 議会事務局 43－7108

問 スポーツ課 45－2820

とき・ところ(どの会場でも参加出来ます)
　４月19日 19時～21時　田代公民館
　　　20日 19時～21時　比内公民館
　　　21日 19時～21時　中央公民館

扇田ふれあい公園テニスコート
比内グラウンド
犀川河川敷野球場
犀川河川敷多目的広場
長根山運動公園陸上競技場
長根山運動公園テニスコート
二ツ山総合公園テニスコート
二ツ山総合公園多目的広場
高館公園高館テニスコート
長根山運動公園野球場
大館野球場(田町球場)

花岡野球場
二井田野球場・二井田陸上競技場
 
田代テニスコート 
 
田代多目的運動広場
達子森公園多目的広場
田代オートピクニック広場
田代アドベンチャー広場
田代野球場
達子森公園達子森野球場 

比内体育館

長根山陸上競技場

多目的広場管理棟

高館公園高館テニスコート
樹海体育館
市民体育館
花岡公民館
二井田公民館
平日　９時～15時45分　田代体育館
夜間　16時15分～21時　テニスコート
土・日・祝日　９時～21時　テニスコート
田代体育館
比内体育館
田代体育館(当日受け付けのみ、予約は不可)

田代体育館
田代体育館
比内体育館

55－0194

49－6298

49－4567

48－6618
45－2820
42－0310
43－7124
49－4121

54－0555
55－0194
54－0555
54－0555
54－0555
55－0194

４月１日 

４月10日 

４月１日 

４月５日 

４月４日 

４月10日 

４月17日 

４月24日 

４月５日 

体育館 
54－0555

テニスコート 
54－6666

開場月日 

施　設　名 申　込　先 電話番号 受付開始日 

４月 日斥～５月３日席※開花状況で変更する場合があります。
桂城公園
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交通事故等発生件数交通事故等発生件数 交通事故等発生件数 
大館警察署調べ 

◆消防テレホンサービス142－0119

３月１日現在 

発生件数 

死 者 数 

傷 者 数 

人
身
事
故 

２月 
発生件数 

２月からの 
累計 

前年 
対比 

15

0

19

3

32

0

40

5

－ 4

0

－ 9

＋ 2火災件数 



幼児とその保護者を対象に絵本の

読み聞かせを行います。

｢おはなしの森｣

４月21日d 10時30分

花矢図書館

花矢図書館146－1557

｢大館親子読書会｣

４月23日f 10時30分

中央図書館

中央図書館管理係142－2525

昭和から平成までの約60年間に制

作された絵画や彫刻を展示します。

４月22日e～５月27日e

９時～16時30分

郷土博物館

一般300円、大学生100円

高校生以下無料(会期中のみ)

郷土博物館148－2119

先着500人のかたにキンモクセイの

苗木を差し上げます(１人１本まで)。

４月24日g 10時

市民体育館前

※受け付けは９時30分からです。

緑の募金にご協力をお願いします。

農林課林務係143－7076

１年間の健康増進と運動不足解消

のため、奮ってご参加ください。

４月24日g ７時

※６時40分集合。開催するときは、

６時に合図用花火を打ち上げます。

城南小学校グラウンド

中央公民館142－4369

市民の意見を反映させる「大館市

木質バイオマス利活用推進協議会」

の委員を募集します。

４月下旬～平成23年３月31日

３人

満20歳以上の市民で、市の付

属機関などの委員になってい

ないかた

「大館市における木質バイオ

マスを活用したまちづくり」

をテーマとした作文(400字程

度)に、郵便番号、住所、氏

名、生年月日、職業、電話番

号、木質バイオマスに関する

活動を行っているかたはその

経歴を記入し、直接お持ちい

ただくか、郵送またはファッ

クス、Ｅメールでご応募くだ

さい。

４月16日f必着

〒017－0897

大館市字三ノ丸13番地19

大館市地域振興課資源政策係

143－7133 642－8570

sigen＠city.odate.lg.jp

市立総合病院のＰＲに使用するロ

ゴマーク(ロゴタイプ)を募集します。

Ａ４サイズの上質紙に、１作品当

たり10×10㎝程度の大きさで書い

たもの、または印刷したもの。使

用する色は３色以内(白黒も可)。

作品に住所、氏名、職業(学

校名)、連絡先の電話番号を

添付して郵送してください。

電子メールなどでは受け付け

ません。

４月30日f当日消印有効

感謝状と謝礼３万円

※募集要項は市立総合病院ホームペ

ージにも掲載しています。

http://www.odate-hp.odate.akita.jp/

〒017－0885大館市豊町３番１号

市立総合病院企画課「病院ロゴ

マーク係」142－5370

広報おおだてでは、市民リポータ

ーを募集しています。

日ごろ興味を持っていること、紹

介したいことなどを取材して広報紙

面でリポートしてみませんか？

18歳以上のかた

平成23年３月まで

市民の視点からリポーターのペ

ージを作ります。取材、執筆、

編集作業など、完成まで広報担

当者がお手伝いします。

リポートしてみたい事柄とそ

の理由をまとめ、①住所②氏

名③年齢④職業⑤電話番号を

明記してお送りください。

５月12日d当日消印有効

〒017－0855大館市字中城20番地

「広報おおだて」市民リポーター係

総務課広報広聴係143－7025

冬期間閉鎖していた犬都記念公園

ドッグランをオープンします。

４月24日g～10月31日a

９時～17時

犬１匹に付き、シーズン券２千

円、１カ月券500円

※１日だけの利用は500円です。

都市計画課、市民課、釈迦内

出張所

１年以内に狂犬病予防注射を接種

した犬が利用出来ます。

発情期間中のメス犬は入場出来ま

せん。雨天は利用出来ません。

都市計画課都市整備係143－7082

カラス被害対策ネットの購入費用

の一部を助成します。

次のすべてに該当する町内会。対象

申・問

利用ルール

申込受付

料金

開場期間

申・問

申込

締切

応募方法

内容

期間

応募資格

申・問

表彰

締切

応募方法

作品

申・問

締切

応募方法

応募資格

募集人数

任期

問

ところ

とき

問

ところ

とき

問

入場料

ところ

とき

問

ところ

とき

問

ところ

とき

広報おおだて広報おおだて 2010.4広報おおだて 2010.4

「子ども読書の日」読み聞かせ会

みどりのプレゼント会

ラジオ体操会開始大会

大館市木質バイオマス
利活用推進協議会委員

市立総合病院のロゴマーク

「広報おおだて」市民リポーター

大館《夢くに》美術展

ドックランオープン

カラス被害対策ネット(黄色ネット)
購入費用の一部を助成します

水道の開閉栓の
お申し込みはお早めに

引っ越しなどで、水道を開始、中止するときは、水道の開閉栓の申し込み
が必要です。忘れずに手続きしてください。 水道課料金係142－4117問



図書館だより

新着一般書
インターネット新世代 村井　　純
日本観光ガイド 酒井　順子
新社会人のビジネスマナー 岩下　宣子
世界を、こんなふうに見てごらん

日高　敏隆
あなたの知らない花粉症の治し方

大久保公裕
ギョッとする江戸の絵画 辻　　惟雄
キケン 有川　　浩
北帰行 佐々木　譲
Ｎのために 湊　かなえ
アイム・ファイン！ 浅田　次郎

新着児童書
図書館で出会える100冊 田中　共子
コンビニ弁当16万キロの旅

千葉　　保
ジャングルめがね 筒井　康隆
プリンセスの「王子さまぼしゅう中！」

芝田　勝茂
わたしようちえんにいくの

ローレンス・アンホールト
ちゅーちゅー 宮西　達也

※市のホームページで、新着図書の紹介など
図書館情報発信中です。

中央図書館／142－2525

開館時間 ９時30分～17時15分
休 館 日 11日a・22日e・29日e

花矢図書館／146－1557

開館時間 平日　９時～17時
土曜　９時～12時

休 館 日 ４日a・11日a・18日a

25日a・29日e

比内図書館／143－7142

開館時間 ９時～17時
休 館 日 ５日b・12日b・19日b

26日b・29日e

田代図書館／143－7127

開館時間 平日　９時～19時
土日　９時～17時

休 館 日 ５日b・12日b・19日b

26日b・29日e

平成22年度の会員を募集していま
す。会員には、情報紙(隔月)をお届
けするほか、チケットの先行予約や
割引購入が出来るなどの特典があり
ます。 ４月１日～平成23年３
月31日 千円 市民文化会館
窓口またはゆうちょ銀行振替で、随
時申し込みを受け付けます。

市民文化会館149－7066

ＪＩＣＡ東北(独立行政法人国際協
力機構)では、青年海外協力隊、シニ
ア海外ボランティアを募集していま
す。あなたの知識や経験を生かして
みませんか。○青年海外協力隊
20～39歳(５月17日現在) ５月17

日b消印有効 800人 農林
水産、土木建築、教育文化など約120

種 アジア、アフリカ、中南米
など約80カ国○シニア海外ボランティ
ア 40～69歳(５月17日現在)

５月17日b消印有効 200人
保健・医療、社会福祉など アジ
ア、アフリカ、中南米など約50カ国※
詳しくはホームページ(ＪＩＣＡで検
索)をご覧ください。

ＪＩＣＡ東北1022－223－5151

年間鑑賞券は、市民文化会館の自
主事業３公演のチケットを１枚にま
とめ、同じ席で鑑賞出来るものです。
公演ごとにチケットを購入する手間
がはぶけ、料金もお得ですので、こ
の機会にぜひお買い求めください。

４月11日a～５月31日b

１席１万円 108席(先着順・座席
の指定は出来ません) 市民文化

会館窓口または銀行振込、ゆうちょ
銀行振替、現金書留でお申し込みく
ださい。※ペアや家族は、代表者名
でまとめて申し込むと、並びの座席
を用意します。

市民文化会館149－7066

希望するかたはお申し込みくださ
い。 直径８～30㎝のヤナギなど

軽トラック２台分まで(先着)

40台分 ４月12日b９時
能代河川国道事務所鷹巣出張所
４月21日d～23日f 新真中橋
南側上流(板沢) 個人で利用す
るかたが対象です。販売目的や営業
で使用するかたはご遠慮ください。

能代河川国道事務所鷹巣出張所
10186－62－1226

①４月15日e13時～16時、
中野サンプラザ(東京都中野区)②５
月６日e12時30分～16時30分、秋田
ビューホテル(秋田市) 平成23年
３月に大学、短大、高専、専修学校
などを卒業予定の学生※一部の企業
では既卒者も受け付けます。

県雇用労働政策課1018－860－2335

協会けんぽは、中小企業などの従
業員や家族が加入する健康保険で
す。加入者の医療と健康、生活を支え
るため、３月分(４月納付分)から健
康保険料率を9.37％(現行8.21％)に、
40歳以上65歳未満のかたの介護保険
料率を1.5％(現行1.19％)に引き上げ
ることになりました。負担をお掛け
しますがご理解をお願いいたします。

協会けんぽ秋田支部1018－883－1841問

問

対象

とき・ところ

申・問

注意事項

受取場所

受取日

申込先受付開始

定数数量

樹種

申・問

申込方法

席数

料金受付期間

申・問

派遣先

募集分野定員

締切資格

派遣先

募集分野定員

締切

資格

申・問

申込年会費

会員期間

米代川河川敷で伐採した
雑木を無償で差し上げます

協会けんぽの保険料率を改定

市民文化会館友の会会員

青年海外協力隊、
シニア海外ボランティア

秋田県合同就職面接会

お 知 ら せ

高年齢者雇用確保措置の義務対象年齢が、段階的に引き上げられます。早期に65

歳以上定年、65歳以上希望者全員の継続雇用制度等の導入をお願いします。 ハローワーク142－2531問
事業主の皆さんへ

市民文化会館年間鑑賞券
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筋肉の凝りをほぐし、ゆがんだ骨盤を
引き締めるなど、整体の基本を学びます。
受講料7,500円。 

５歳未満の犬を対象に、しつけや犬の
習性・病気、飼い方を学びます。受講料
１万５千円、首輪(希望者のみ)２千円。 

文字入力出来るかた。文書や表、図形な
どを盛り込んだ文書作成を学びます。
受講料３千円、テキスト代2,100円。 

文字入力出来るかた。表、グラフ作成、デ
ータベースなどさまざまな機能を学び
ます。受講料３千円、テキスト代2,100円。 

サンクレア大館 
145-0515

教 室 ・ 講 座 名  と　　　き 会場・申込先 内容・費用など 定員 受付期日など 

自力整体教室 
(全15回)

陶芸教室 
初心者コース 

母の日の 
フラワーアレンジメント 

愛犬しつけ教室 
(全10回)

ワード2003基礎 
(全６回)

エクセル2003基礎 
(全６回)

木工教室 

フラワーアレンジメント 

草木染教室 

５／６ 
10時～12時 

４／15～８／19 
毎週木曜日 
19時～21時 

５／15～９／18 
毎月第１、３土曜日 
13時30分～16時 

５月の水・木・土曜の午 
前・午後、日曜の午前の 
各コース 

５／９ 
９時30分～12時 

４／23、５／28、６／25、 
７／23、10時～16時 

５／13、20、27 
10時～11時 

５／10、12、14、 
17、19、21 
18時30分～21時 

４／19、21、23、 
26、28、30 
18時30分～21時 職業訓練センター 

143-5817

女性センター 
149-7028

北部シルバーエリア 
コミュニティ 
センター 
147-7070

１日だけの参加も可。受講料(材料費
含む)１日600円。 

母の日のアレンジメント。受講料500円。
材料費２千円。 

受講料１回500円。材料費別途。 

どなたでも参加出来ます。受講料２千円。
託児有り(要予約、２歳以上)。 

身近にある草花を使って染めを学び
ます。受講料700円×４回、材料費１
回1,000～1,500円程度。 

16人 
(先着)

30人 
(抽選)

各６人 
(先着)

20人 
(選考)

16人 
(先着)

18人 
(抽選)

20人 
(選考)

12人 
(先着)

各日６人 
(先着)

　　 ４／14 
　　 ９時 

　　 ４／15 
　　 ９時 

　　 ４／16 
　　 ９時 

　　 ４／６ 
　　 ９時 

　　 ４／15 
　　 ９時 

　　 ４／24

　　 ４／10

　　 ４／12

　　 ４／27

ごみ袋と軍手、火はさみを各自で
持参し、長靴を履いてご参加くださ
い。 ４月18日a６時15分～７時
10分 長木川河川敷(鳳凰大橋
～ＪＲ花輪線鉄橋周辺)※集めたご
みは、ごみ集積所(赤い旗が目印)で
回収します。

6大館青年会議所149－5140

聴覚障害者の活動を理解し参加者
との交流を深めるため、手話通訳者
なども協力して福祉大会を開催しま

す。どなたでも無料で参加出来、申
し込みは不要です。 ４月18日
a13時～15時 比内公民館
記念講演『映画「ゆずり葉」主人公、
そして映画の魅力と絆』講師庄崎隆
志氏(映画「ゆずり葉」主演)

大館市聴力障害者会工藤さん
148－3305

筋力が落ちてきたかな？でもきつ
い運動はちょっと…というかたのた
めに、体の使い方や整え方を体験す
る教室を行います。 ４月20日
c10時～12時、27日c10時～12時

大館樹海ドーム 60歳以上
のかた 無料 各開催日の５
日前までに、電話でお申し込みくだ

さい。※持病のあるかたはお問い合
わせください。

大館樹海ドーム145－2500

○一般曹候補生(男女) 18歳以上
27歳未満 ５月22日g 北秋
田市中央公民館(予定) ５月10日
b必着○自衛隊幹部候補生(男女)①
一般・技術幹部候補生 20歳以上
26歳未満、大学院の修士過程修了者
(見込み含む)は28歳未満②歯科幹部
候補生 20歳以上30歳未満で大学
の歯学課程修了者(見込み含む)③薬

剤科幹部候補生 20歳以上26歳未
満で大学の薬学課程修了者(見込み
含む) ５月15日g、16日a

秋田大学(予定) ５月10日b必着
自衛隊秋田地方協力本部大館出
張所142－1398

申・問

締切

会場試験日

資格

資格

資格

締切

会場試験日

資格

申・問

締切参加料

対象ところ

とき

問

内容ところ

とき

問

ところ

とき

催　　　し

秋田県聴力障害者福祉大会

募　　　集
大館樹海ドーム

シルバー体操教室参加者

広報おおだて広報おおだて 2010.4広報おおだて 2010.4 ①時間外労働の割増賃金率の引き上げ。②労使で定めた限度時間を超える時
間外労働の割増賃金引き上げの努力義務。③年次有給休暇が時間単位で取得可能に。 秋田労働局1018－862－6682問
４月から労働基準法を一部改正

防衛省・自衛官等
大館クリーンアップ大作戦
～気軽に出来るボランティア～

しょうざき たかきずな

し
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問 

14日D13時~15時30分

21日D13時~15時30分

28日D13時~15時30分 

総合福祉センター 

田代総合福祉センター 

交流センター 

毎週B～F　弁護士相談（予約制）毎月第2・4E

日本損害保険協会 018-823-5922

毎週BCEF 9時~17時

少年相談センター(中央公民館内) 0120-110-624

毎週B～F 9時~15時

教育研究所(おおとり教室) 42-4888

毎週B～F 9時~16時

秋田地方法務局大館支局 42-6514

毎週B～E 10時~11時30分 13時~14時30分

年金相談室 43-7131
年金  

非行、いじ 
め、子育て 

交通事故 
無料相談 

毎週BCEF 9時~15時45分

市民相談室 43-7045

困りごと 
消費生活 

人 権  

教 育  
心配ごと 
大館市社会 
福祉協議会 
42-8101

　市民課生活相談係 
43-7044

法律  
（予約制） 

７日D10時～12時

21日D10時～12時 
問 

14日D９時30分～12時

14日D10時～15時

14日D15時～18時

総合開発センター(早口) 43-7126

市民相談室 43-7045  

比内公民館 43-7141
行政  

サンクレア大館 
　県司法書士会 018-824-0055 

21日D 14時~17時
　　（予約制） 

多重債務・ 
相続ほか 問 

日 景 詠
えい

斗
と

くん（片山２区・１歳７カ月）

お外で近所のお友達と一緒に遊ぶのが大好き。野
菜が苦手だけど、ハンバーグに刻んで入れてあげる
と「おいしい」ってペロリと食べちゃうんですよ。

笹 木 羽
は

菜
な

ちゃん（片山５区・１歳７カ月）

いつもニコニコしていて、明るい子ねとよく言わ
れます。保育園でも、先生やお友達と笑顔いっぱい
で遊んでいるんですよ。
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月 火 

健康ウオーク 
８時35分、サンクレ
ア大館　福重さん
148－3213

市民と市議会と
の意見交換会 
19時、田代公民館。
20日は比内公民館、
21日は中央公民館
でいずれも19時 

春の清掃デー 
クリーンアップ大作戦 
６時15分、長木川河
川敷 
秋田県聴力障害
者福祉大会 
13時、比内公民館 

シルバー体操教室 
10時、大館樹海ドーム 

大館桜まつり 
桂城公園ほか、５月
３日まで 
成分献血 
９時、大館市役所 
大館《夢くに》美
術展 
９時、郷土博物館、５
月27日まで 

読み聞かせ会「大
館親子読書会」 
10時30分、中央図
書館 

秋田県合同就職
面接会 
13時、中野サンプラザ
(東京都中野区)

ラジオ体操会開始
大会 
７時、城南小学校グ
ラウンド
ドッグランオープン 
９時
みどりのプレゼン
ト会 
10時、市民体育館前 

献血 
９時、エコシステム花
岡㈱／11時、戸田鉄
工㈱花岡工場／13時
30分、マックスバリュ
釈迦内店／15時、同
和通運㈱大館営業所 

 

昭和の日 
山田記念ロード
レース大会 
10時、長根山運動公
園陸上競技場 

土 

水 

木 金 

秋田県野球協会
審判研修会 
９時、大館樹海ドーム、
11日まで 
市民公開講座「前
立腺がんについて」 
14時、市民文化会館 

休日窓口 
８時30分～17時15
分、市民課、税務課、
保険課 
不動産鑑定士無料
相談会 
13時30分、中央公
民館 

市の記念日 

献血 
９時、軽井沢福祉園
／10時30分、㈱プ
ラスチックホンダ／
13時20分、㈱秋田
スズキ大館営業所／
14時30分、㈱伊藤
技研 

春の全国交通安全
運動 
15日まで 

鳳凰山山開き 
９時、長根山登山口
集合 

シルバー体操教室 
10時、大館樹海ドーム 

健康ウオーク 
８時35分、サンクレ
ア大館　福重さん
148－3213 
献血９時、花岡土建㈱
／10時30分、大館市青
果魚類卸売㈱／12時、
工藤米治商店㈱／14
時30分、市立総合病院 

日 

休日窓口 
８時30分～17時15
分、市民課、税務課、
保険課 
総合防災訓練 
８時30分、桂城小学校、
市立総合病院、長木
川河川敷周辺 

取材でお会いした皆さんに登場していただきました

イベントのお問い合わせは、 
主催者か、広報広聴係 
　　　　　　　143－7025まで。 
大館樹海ドーム　　145－2500 
市民文化会館　　　149－7066 
中央公民館　　　　142－4369 
(献血)大館保健所　152－3955 
健康推進課(保健センター内)　142－9055

読み聞かせ会「お
はなしの森」 
10時30分、花矢図
書館 

小・中学校入学式 

問 

問 
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◆人　口　80,967人（ －781） ◆世帯数　31,099世帯（＋21）
男　37,961人（ －343）
女　43,006人（ －438） 平成22年３月１日現在
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